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抄録２（国内学会，研究会，シンポジウム等での口頭発表） （様式２）

区分
著書，学術論文等

の名称

単著，
共著
の別

発行又は
発表の年月

発行所，発表雑
誌等又は発表学

会等の名称
概　　　　　　　　要 氏　名（所属）

（解説・総説）

1 解説・総説 熊本高専八代キャン
パスにおける専攻科
の充実

単著 2013年1月 日本高専学会誌　
第18-1号

本稿では，全国55専攻科の一員として，旧八代工業高等専門学校より
平成21年に新高専に高度化再編された熊本高等専門学校の専攻科設置
から現在までの熊本高等専門学校八代キャンパス専攻科における高度
化再編の概要と専攻科教育が目指すところについて，私見を述べた．

木場信一郎

（国内学会等発表）

1 国内学会等
発表

気象観測を目的とし
た自転式飛行体の
GPS による自律制
御

共著 2012年4月 平成24年度 測
位航法学会 全
国 大 会 セ ッ
ション2-4

気象観測を目的とした自転式自律飛行体について GPS を用いた飛行制
御方法について発表した．

葉山清輝
入江博樹

2 国内学会等
発表

GPS Robot Car 
Contest の新ルール
提案と初心者向け
キットカーの開発

共著 2012年4月 測位航法学会，
2012年全国大会 
予稿集

GPS ロボットカーコンテストのルールを見直し，ゲーム制を高め，ロ
ボットカーを作りやすく，応用性が高いものとなるように提案した．

入江博樹
葉山清輝

3 国内学会等
発表

気象観測を目的とし
た自転式飛行体の
GPS による自律制
御

共著 2012年4月 測位航法学会，
2012年全国大会 
予稿集

GPS を搭載した簡易な制御の飛翔体を提案し，気象観測に応用するア
イデアを紹介した．GPS と気象観測の条件に関する部門を担当

葉山清輝
入江博樹

4 国内学会等
発表

運動視差を応用した
3D 映像提示システ
ムの開発

共著 2012年5月 ROBOMEC 
2012
2P1-M05

運動視差を考慮した画像提示システムの改良と評価実験を行った． 上田陽介（専攻科）
松永英也（専攻科）
中島栄俊

5 国内学会等
発表

騒音環境下でのブラ
インド音源分離と話
者音声の抽出

共著 2012年5月 第56回システム
制御情報学会研
究発表講演会講
演論文集，
pp. 553-554

独立成分分析をはじめとするブラインド信号分離を実用化するとき，
分離信号から目的信号の選択が必要となる．そのため，騒音環境下で
話者が発話しているときに，観測された混合信号のみを用いて話者音
声を分離抽出する方法を提案する．

藤森光平（専攻科）
石橋孝昭

6 国内学会等
発表

Hough 変換に基づく
音源数推定とブライ
ンド信号分離

共著 2012年5月 第56回システム
制御情報学会研
究発表講演会講
演論文集， 
pp. 555-556

音源数の増減する環境下で観測された混合音声のみを用いて，音源を
推定できるブラインド信号分離を提案する．具体的には，二本のマイ
クロホンによる観測信号から，Hough 変換を用いて原信号数を推定し，
その推定結果に基づいてブラインド信号分離を実行する．

田尻祐介（専攻科）
石橋孝昭

7 国内学会等
発表

イオン液体中におけ
る poly（benzyl 
methacrylate） の 特
異的溶媒和と LCST
相分離

共著 2012年5月 第72回分析化学
討論会要旨集，
Ｄ2004

本研究では，Poly（benzyl methacrylate）/1-ethyl-3-methylimidazolium bis
（trifluoromethanesulfonyl）amide 溶液に対して高エネルギー X 線回折測
定と分子動力学シミュレーションを行い，特異的溶媒和と LCST 相分
離の関係を明らかにした．

藤井健太（東大物性研）
上木岳士（東京大学）
松上　優
渡邉正義（横浜国立大学）
柴山充弘（東大物性研）

8 国内学会等
発表

高エネルギー X 線
回折 / 分子動力学シ
ミュレーションによ
るイオン液体 / 高分
子溶液の構造解析

共著 2012年5月 第72回分析化学
討論会要旨集，
Ｐ2051

本研究では，Poly（benzyl methacrylate）/1-ethyl-3-methylimidazolium bis
（trifluoromethanesulfonyl）amide 溶液に対して分子動力学シミュレーショ
ンを行い，イオン液体 / 高分子溶液の溶液構造を明らかにした．

松上優
藤井健太（東大物性研）
上木岳士（東京大学）
柴山充弘（東大物性研）

9 国内学会等
発表

ナノ金粒子クラス
ターによる光散乱吸
収の解析， 電気学会
研究会資料電磁界理
論研究会

共著 2012年5月 電気学会研究会
資料電磁界理論
研究会

ナノサイズの大きさを持つ金属でできたナノ粒子を複数個配置したナ
ノ金属粒子群による光の散乱と吸収を，局在プラズモンに関連して計
算機シミュレーションにより調べている．

松田豊稔
小田川裕之
川野光則（Lumerical Solutions）

10 国内学会等
発表

Numerical analysis of 
absorption and 
scattering of light by a 
cluster of nano-sized 
gold particles

共著 2012年5月 電子情報通信学
会電磁界理論研
究会 EMT12-74

金属でできたナノ粒子を複数個配置したクラスタによる光の散乱と吸
収を，局在プラズモンに関連して計算機シミュレーションにより調べ
ている．

松田豊稔
小田川裕之
川野光則（Lumerical Solutions）

11 国内学会等
発表

簡易装薬ホルダーを
使用した鉄筋コンク
リート躯体の動的破
断面制御工法の開発

共著 2012年5月 火薬学会2012年
度年会講演要旨
集，pp.61-61．

簡易装薬ホルダーを RC 躯体に埋め込み，予定破断面にそう亀裂を進
展させる動的破断面制御技術を開発し，実規模実験でその有効性を実
証した．

中村裕一
加藤政利（（株）構造安全研究所）
竹内博幸（五洋建設（株））
中村聡磯（カヤク・ジャパン（株））
樋口毅（宇部興産（株））

12 国内学会等
発表

ボロン酸を用いる糖
の位置特異的グリコ
シル化反応

共著 2012年6月 第49回化学関連
支部合同九州大
会　2_5.064

生体内反応で重要なオリゴ糖鎖を還元に得るための合成方法を開発し，
反応条件の改善結果について報告した．

大島賢治
冨吉 孝 （専攻科）
泉水 仁（熊本大生命資源セ）

13 国内学会等
発表

長崎外国人居留地と
天草石（ポスター発
表）

単著 2012年6月 不知火・球磨川
流域圏学会

天草出身の小山秀之進が手がけた工事に多くの天草石が使われている
ことを紹介した．

時松雅史

14 国内学会等
発表

オープン・ショート
法を利用した広い平
板導体のインピーダ
ンス測定法の検討

共著 2012年7月 電子情報通信学
会環境電磁工学
研究会

広い平板導体のインピーダンス測定法の開発を行い，その有用性を確
かめた．

横道太志（専攻科）
稲葉潤（専攻科）
下塩義文
宮崎芳郎（矢崎総業）

15 国内学会等
発表

色知覚モデルに基づ
く薄明視へのトーン
リプロダクション

共著 2012年8月 画像の認識・理
解シンポジウム
（MIRU2012）

照明が0.01～10ルクスの薄明視環境において起こるプルキニエ現象をシ
ミュレーションして，カメラで撮影された夜間や昼間の写真に対して，
視覚モデルに基づく画像処理を施し，薄明視環境の色合いに変換する．

津曲宏幸（九州大学）
小山善文
井上光平（九州大学）
原健二（九州大学）
小野直樹（九州大学）
浦浜喜一（九州大学）

16 国内学会等
発表

PBL を活用した国
際化教育と英語力の
向上

共著 2012年8月 平成24年度全国
高専教育フォー
ラム， AP6_3

技術課題に関して英語で討論し解法を創出し，その結果を発表するこ
とにより，問題解決能力，協調性，英語力を向上させる．

阿部恵（八戸高専）
馬渡龍（八戸高専）
白濱成希（北九州高専）
渡部徹（松江高専）
藤本信一郎
嶋田泰幸
小田川裕之
石橋孝昭
松本勉
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17 国内学会等
発表

基礎電気学における
新たな総合実験の取
り組み

共著 2012年8月 平成24年度全国
高専教育フォー
ラム，教育研究
活動発表概要集，
pp.151-152
（2012）

熊本高専人間情報システム工学科の2年次基礎電気学における発電と電
力利用に関する総合実験の新たな取り組みとして，電気と電気エネル
ギーについて総合的に学習できる実験項目を立ち上げた．
電磁誘導や太陽光発電などによる発電，発電した電気の蓄電，その電
動力の利用までを実験を通して経験させ，さらに学外のメガソーラー
などの発電施設見学も実験内容の一つとして，学生の理解と関心を高
めることを目標としている．この実験の立ち上げから実際の学生実験
取り組みについて紹介した．

大隈千春
小山善文
小重剛
桑波謙史

18 国内学会等
発表

全 国 KOSEN 衝 撃
波・パルスパワー研
究ネットワーク

単著 2012年8月 第10回全国高専
テクノフォーラ
ム概要集

全国 KOSEN 衝撃波・パルスパワー研究ネットワークの活動報告 井山裕文

19 国内学会等
発表

技術職員が中心と
なった社会人向け
CAD/CAM 人材育成

共著 2012年8月 平成24年度全国
高専教育フォー
ラム 教育研究活
動発表概要集 平
成 2 4年 8月 3 0日
（木）国立オリン
ピック記念青少
年総合センター
pp. 455-456

本校の技術センターに所属する技術職員は，平成18年度から社会人向
け CAD/CAE/CAM 講座に全面的に参加し，カリキュラムやテキストの
作成の段階から役割を担っている．このように技術センターが組織的
に関わって，CAD の入門から具体的な加工実習まで一貫した流れの中
で実施している例はそれほど見当たらない．

桐谷能生
田中裕一
宮本憲隆
吉田修二
宮嶋久幸
吉田圭吾
浦本登美雄
開　豊

20 国内学会等
発表

縦断面積を用いた地
すべり地形の安定化
過程について

共著 2012年8月 第51回日本地す
べり学会研究発
表会講演集，
pp.37-38

地すべり地形の縦断形状から縦断面積比を定義した．これを使うこと
で，地すべり地形の安定化過程がわかり，不安定な斜面はより不安定
になる過程を示した．

岩部司
大塚悟（長岡技術科学大学）

21 国内学会等
発表

学びの意欲を育てる
ための高専初年次ク
ラスの学生意識調査
とその分析

共著 2012年8月 平成24年度全国
高専教育フォー
ラム教育研究活
動発表概要集

高専入学の初年次に，学生意識の把握と学びの意欲を高めるための取り
組みを行った結果，志望順位が第1志望ではなくても，初年次教育によ
り学生の学びの意欲が高まっていることが確認できた．そこには，第1
志望の学生が，「学びの目的」に技術者の価値を高めることを意識して
いることやクラスで学習意欲を高める役割を担っていることがわかった．

浜田さやか
岩部司
中村裕一
坂井あゆみ

22 国内学会等
発表

学びの意欲を高める
ための初年次学生向
け特別講演の取り組
みとその評価

共著 2012年8月 平成24年度全国
高専教育フォー
ラム教育研究活
動発表概要集

高専生の「知的好奇心」と「有能さへの欲求」を刺激し，学びの意欲
を高めるために初年次教育として行った特別講演「学びの意欲を高め
るための脳科学の基礎知識」について，受講後に提出させた学生の聴
講記録とアンケートを分析して，この取り組みの有効性を明らかにし
た．

内山忠
岩部司
中村裕一
永江誠司（福岡教育大学）

23 国内学会等
発表

学びの意識を育てる
ための授業アンケー
トとその分析

共著 2012年8月 平成24年度日本
工学教育協会講
演論文集，
pp.342-343

学生が自ら学ぶ意識を育てるための授業アンケートの取り組みを行い，
学生の意識調査データから，取り組みの有効性を示した．

中村裕一
岩部司

24 国内学会等
発表

産学連携共同研究を
活用した学生の技術
者教育の取り組みと
その評価

共著 2012年8月 平成24年度全国
高専教育フォー
ラム教育研究活
動発表会講演番
号 AK23.1.1

3年間の産学共同研究に卒業研究性として参加した学生の意識調査か
ら，学生の主体性，計画立案力・遂行力などの能力が高まったことを
明らかにし，この取り組みの有効性を示した．

中村裕一
谷口徹也（西日本高速道路エ
ンジニアリング九州（株））

25 国内学会等
発表

ＨＲ基本プランに基
づく体系的・継続的
キャリア教育プログ
ラムの構築

共著 2012年8月 平 成24年 度 工
学・工業教育研
究講演会講演論
文集，6-108

「ＨＲ基本プラン」に基づいて構築された熊本高専八代キャンパスの
キャリア教育プログラムの体系と活動の実践事例を紹介し，その特徴
や課題について論じたものである．

渕田邦彦
小林幸人
橋本淳也
道園達也

26 国内学会等
発表

高等専門学校におけ
るキャリア教育カリ
キュラム

共著 2012年8月 平成24年度工学
教育研究講演会
講演論文集
pp.608-609

本校で，平成15年度から取り組んできた，キャリア教育コア科目の成
果について，学生へのアンケート調査を基に分析し，報告した．職業
観の育成や進路選択に向けた意識付けに関する成果は顕著に表れてお
り，本校の取組が効果的であったことが示された．一方で，基礎的・
汎用的能力の育成については，その評価方法も含め，なお検討する必
要があるという課題も明らかになった．また，キャリア教育を実践す
るにあたり，継続性・体系性の保障や，学科間，組織間の連携強化な
どの課題も明確に示された．

橋本淳也
小林幸人
渕田邦彦
道園達也

27 国内学会等
発表

講義科目「リサイク
ル技術」を通じた専
攻科の技術者教育

単著 2012年8月 平成24年度全国
高専教育フォー
ラム　教育研究
活動発表概要集，
pp.149～150

本科目において実施した，最新白書データの活用，リサイクルに関連
した技術・取組み・問題点に関する視聴覚教材の活用，実体験導入（工
場の見学と企業技術者との意見交換）を併用する手法により，学生の
学習意欲の向上に寄与できたことが，授業アンケート結果からうかが
えた．また，本講義の主眼としているリサイクルが，３Ｒの一つの手
法であり，循環型社会の構築を目指す上では絶対優先のものではない
ことを理解させたうえで，環境への配慮も含めた製品作りにおける企
業の取り組みについての現況を把握させ，モノづくりに携わる技術者
の責務について考えさせることで，実践的な技術者教育の一環として
実施することができた．

木幡進

28 国内学会等
発表

キャリア教育として
の技術者倫理教育

単著 2012年8月 平成24年度工学
教育研究講演会
講演論文集
pp.398-399

技術者倫理教育に関する実態調査からは，非常に幅広い内容が取り扱
われており，教科教育の範疇を超えるものも含まれているように思わ
れる．一方で，近年の教育改革では，学校と社会との接続，社会人・
職業人としての基礎的・汎用的能力の育成が重視されている．本報告
では，広義の技術者倫理教育とキャリア教育との関係についてみた上
で，教科教育以外の種々の活動成果と連携した技術者倫理教育の設計
について検討した．

小林幸人

29 国内学会等
発表

わが国における技術
者倫理教育の現状と
課題

単著 2012年8月 平成24年度工学
教育研究講演会
講演論文集
pp.414-415

平成22年度，23年度に実施した，全国の大学，高専のシラバス調査か
ら，わが国の技術者倫理教育の現状および課題を明らかにした．技術
者倫理教育において，非常に幅広い内容が取り扱われており，伝統的
な知識・技術ベースの教育では扱われてこなかった種々の内容が取り
入れられている現状が明らかにされた．エンジニアリングデザインや
コミュニケーション教育など，近年重視されている教育内容との異同
および関連性を明確にするためにも，技術者倫理教育の中核となる内
容と技術者教育における位置づけを明確にする必要がある．その意味
で，モジュール型のモデルシラバス開発は非常に有益な試みとなる．

小林幸人

30 国内学会等
発表

HR 基本プランに基
づく体系的・継続的
キャリア教育プログ
ラムの構築

共著 2012年8月 平成24年度工学
教育研究講演会
講演論文集
pp.136-137

平成14年度に策定した HR 基本プランに基づく，本校キャリア教育の成
果および課題について分析し，報告をおこなった．基本プランに基づく
教育体系の整備によって，学生のキャリアプランニングへの効果は顕著
である一方，教員へのアンケート調査などからは，なおキャリア教育の
内容の検討，体系化，実施体制の組織化などの課題が明確に示された．

渕田邦彦
小林幸人
橋本淳也
道園達也

31 国内学会等
発表

正課 ･課外等を活用
したキャリア形成支
援教育の試み

共著 2012年8月 平成24年度工学
教育研究講演会
講演論文集
pp.610-611

熊本高専八代キャンパスにおいて，平成14年度以降キャリア形成支援
教育を実践してきた．その成果を生かしつつ，さらなる充実を図るた
め，教科教育におけるマイクロインサーション手法の活用，部活動・
寮生活の意義に関する学生アンケートの分析結果，および寮における
キャリア形成支援プロジェクトの概要を報告した．

道園達也
小林幸人
五十川読
上久保祐志
若杉玲子
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32 国内学会等
発表

テマセク・ポリテク
ニック技術英語研修
を通しての国際化教
育　

共著 2012年8月 平成24年度全国
高専教育フォー
ラム教育研究活
動発表会

本発表では平成23年度に初めて行われた高専機構主催のテマセクポリテク
ニック技術英語研修について，特に「国際学会等で英語による論文投稿や発
表が行えるようになることを目標に行う技術英語研修」及び「テマセクポリ
テクの学生との交流を通じてシンガポールの歴史を体感しながら日本との文
化の違いを通じて視野を広めること」の2つを目標にした国際化教育につい
て述べた．参加者は非常に士気が高く，互いに刺激し合いながら学習に取り
組み高い効果を上げた．その意味でこの研修が非常に意義深く，同時に高専
という教育機関の価値を広く周知させるに効果的な事業であると評価した．

松本勉
阿部恵（八戸高専）
飯島睦美（松江高専）
宇ノ木寛文

33 国内学会等
発表

 「国際（異文化）理
解」の授業設計と実
施事例

共著 2012年8月 平成24年度全国
高専教育フォー
ラム教育研究活
動発表会

本発表では平成23，24年度高専改革推進経費 採択事業「PBL を活用した国
際化教育と英語力の向上」の中の「国際・異文化理解」に関する授業につ
いて取り扱った．この授業では「世界の諸地域の人々との相互依存関係に
あることを認識し，共生・共存のために文化の多様性と豊かさを肯定的に
捉えることと，世界における日本，日本における世界との関係を考える．」
ことができるようになるために，①多様な文化，多様な価値観の差異の存
在を理解し説明できる，②上記の「差異」について柔軟な対応とは何かを
説明できる，③「差異」を認識し，相乗効果を引出すことの重要性を説明
できる，の3点を具体的目標とした．授業は熊本高専熊本キャンパスと八戸
高専で行われた．初回ガイダンスの後「製造業における国際関係」，「異文
化コミュニケーション」，「世界の宗教」，「環境問題と国際化」，「研修旅行
訪問国研究」，「国際協力とその必要性」，よりいくつかを選んで行われ，最
終的に「異文化体験」として両校とも海外研修旅行を行い，異文化理解の
実践的体験を行った．学生へのアンケートでは英語コミュニケーション能
力，自国の文化理解力，異文化理解力などの必要性について認識が深まっ
たとの結果が出ており，今後も継続して行うことの重要性が確認された．

松本勉
阿部恵（八戸高専）
飯島睦美（松江高専）
宇ノ木寛文

34 国内学会等
発表

新型インフルエンザ
の感染拡大防止の取
り組み―熊本高専八
代キャンパスの事例
―　第1報

共著 2012年8月 第42回九州地区
大学保健管理協
議会抄録集

熊本高専（八代）では2008年から新型インフルエンザの教育に取り組み始
めた．ここでは知のワクチンと学内の取り組みの効果を検証し，新型トリ
インフルエンザの対策の基礎資料とすることを目的とし，授業で新型トリ
インフルエンザの講義を行い，対策として早期に予防対策の備品の備蓄を
始め，啓発活動で予防行動の意識付けを行った．また，2009年9月から毎
日，新型インフルエンザ罹患学生数を調べた．学生の約半数は寮生で，寮
内集団感染が起きた場合，学校機能は崩壊してしまう．今後は感染者と拡
大をより減らすため，アンケートで感染時の学生の行動や生活習慣，予防
対策の行動，ウイルスの学内侵入経路と感染拡大経路をたどり，小学・中
学・高校・高専のための命を守るマニュアル作りにつなげたい．

川尾勇達
四宮一郎

35 国内学会等
発表

Contractibility of the 
digital line

単著 2012年8月 The 17th meetings 
on topological 
spaces theory and 
its applications

digiral line（Khalimsky line）Ｚの可縮性に関する研究． 可縮性は，ホモ
トピー論の基本的な性質である．

浜田さやか

36 国内学会等
発表

A note on C（Z， Z） 共著 2012年8月 The 17th meetings 
on topological 
spaces theory and 
its applications

digiral line（Khalimsky line）ＺからＺへの写像全体をＣ（Ｚ，Ｚ）で表
すとき，Ｃ（Ｚ，Ｚ）について成り立つ諸性質を与えた．

林 太一（多良木高校）
浜田さやか

37 国内学会等
発表

高専サイエンス支援
ネット in 九州沖縄
の活動について

共著 2012年8月 平成24年度全国
高専教育フォー
ラム教育研究活
動発表概要集，
pp.441-442

小中学生の理科や科学技術への興味や関心を高めるため，九州沖縄地区
の各高専は，ものづくりに関係する実体験型の小中学校理科授業の教育
支援活動を行っている．九州沖縄地区高専では，その間を，繋ぐことで
広域をカバーする教育支援体制を構築することを目指している．このよ
うな目的で開始した事業が「高専サイエンス支援ネット」事業である．
九州沖縄地区高専間で報告会や共同事業の実施などで高専間の情報の共
有を図りながら，広く外部に対しても独自のホームページを立ち上げる
など情報の発信を行っている．これらの活動について報告した．

大河内康正
工藤康紀（大分高専）ほか
九州沖縄地区高専科学技術教
育支援 WG

38 国内学会等
発表

任意形状を持つナノ
金属粒子の光散乱

共著 2012年9月 2012第66回電気
関係学会九州支
部大会01-2A-12

任意形状を持つナノ金属粒子集合体による光散乱吸収の多重極展開法
を用いた数値解析について報告する．

松田豊稔
小田川裕之
川野光則（Lumerical Solutions）

39 国内学会等
発表

多層周期構造における
プラズモン共鳴吸収　
－バッファ層の影響－

共著 2012年9月 2012電子情報通
信学会九州支部
学生会　C-1

金属薄膜の多層周期構造におけるプラズモン共鳴吸収においてバッ
ファ層の影響をシミュレーションにより調べる．

中村高道（情報通信工学科）
松田豊稔
小田川裕之

40 国内学会等
発表

表面プラズモンセン
サを用いたアルコー
ル濃度測定

共著 2012年9月 2012電子情報通
信学会九州支部
学生会　C-2

周期構造型表面プラズモンセンサを用いたアルコール水溶液中のアル
コール濃度測定について報告する．

杉町悠太（情報通信工学科）
松田豊稔
小田川裕之

41 国内学会等
発表

ナノ金粒子の透過ス
ペクトル

共著 2012年9月 2012電子情報通
信学会九州支部
学生会　C-25

本報告では，金ナノ粒子を複数個配置して，このナノ金粒子クラスタ
による光の散乱現象を数値解析

山下翔平（専攻科）
松田豊稔
小田川裕之

42 国内学会等
発表

民生用積層セラミク
スコンデンサの電子
線照射損傷

共著 2012年9月 2012年秋季第73
回応用物理学会
学術講演会， 
p.09-007

商用半導体デバイスの耐放射線試験として，セラミックコンデンサの
電子線照射による電気特性の変化を調査した．直流特性並びに高周波
特製の評価により，対象デバイスが十分な放射線耐性を持つことを実
証した．

森内岬希（専攻科）
角田功
高倉健一郎

43 国内学会等
発表

2MeV の電子線を照
射 し た Si0.75Ge0.25/Si
ダイオードの歪量評
価

共著 2012年9月 2012年秋季第73
回応用物理学会
学術講演会， 
p.13-012

電子線照射による SiGe/Si 界面歪量の変化をラマン測定により評価し
た．電子線照射により，SiGe 層の歪は減少していることがわかった．
このことはひずみ技術を利用した MOSFET などのデバイスに対して，
放射線照射による特性劣化の一因が，チャネルの歪緩和によることを
裏付けている．

中島敏之（中央電子工業）
米岡将士
角田功
高倉健一郎
中康行（堀場製作所）
E.Simoen（imec）
C.Claeys（imec）
吉野賢二（宮崎大学）

44 国内学会等
発表

商用 JFET の電子線
損傷

共著 2012年9月 2012年秋季第73
回応用物理学会
学術講演会， 
p.13-021

商用半導体デバイスの耐放射線試験として，JFET の電子線照射による
電気特性の変化を調査した．照射後のドレイン電流は，いったん減少
した後増加したが，これはゲートの pn 接合に広がる空乏層の変化によ
り説明できることが示唆された．

崎山晋（専攻科）
津曲大喜（専攻科）
森内岬希（専攻科）
中島敏之（中央電子工業）
高倉健一郎
角田功

45 国内学会等
発表

高温熱処理による
Ga2O3結晶性向上

共著 2012年9月 2012年秋季第73
回応用物理学会
学術講演会， 
p.14-036

透明電極薄膜への応用を目指し，スパッタリング法により作成したス
ズをドープした酸化ガリウム薄膜の結晶性を XRD，SEM により評価し
た．

石橋和也（専攻科）
合田稜平（専攻科）
岩瀬史樹（電子工学科）
工藤淳（専攻科）
高原基（専攻科）
船崎優（専攻科）
中島敏之（中央電子工業）
渋谷睦夫（エコマザー）
村上克也（日本ガスケミ）
角田功
高倉健一郎
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46 国内学会等
発表

C を少量添加した Si 
MOSFET に与える
電子線照射の影響

共著 2012年9月 2012年秋季第73
回応用物理学会
学術講演会，
p.13-022

SiC は絶縁耐性の高さからパワーデバイスとして利用される一方で，放
射線耐性も高いとされ，宇宙産業への利用も検討されている．本研究
では少量の C を Si ダイオードに添加し，その効果を評価した．

浅井勇輝（専攻科）
中島敏之（中央電子工業）
米岡将士
角田功
高倉健一郎
E.Simoen（imec）
C.Claeys（imec）

47 国内学会等
発表

The Joy Luck Club の
母と娘 : それぞれの
Duality

単著 2012年9月 第115回熊本ア
メリカ文学研究
会（熊本大学）

エイミ・タンの『ジョイ・ラック・クラブ』の2という数字をキーワードに
して，娘の自意識が重層化している点，母の文化アイデンティティが重層化
している点を指摘した．また母と娘が互いの理解を行う際，相手の受容や同
一化により相手の理解を行い，自分の理解へとつながっていると位置づけた．

楠元実子

48 国内学会等
発表

操作者の技量相違を
考慮した微細作業支
援システムの検討

共著 2012年9月 第65回電気関係
学会九州支部連
合大会講演論文
集，pp.102

微細作業は十分な経験や技術が必要となり，熟練操作者でも難しいことか
ら，変位縮小力拡大型バイラテラルサーボ系が有用となる．従来研究で
は，マスタマニピュレータの剛性（マスタ剛性）定常値とスレーブマニ
ピュレータの剛性（スレーブ剛性）定常値との間に，操作者の動特性パラ
メータ変動に対して過大な偏差が生じる．そこで，本研究では，操作者の
特性の違いによる誤差の変動に対応して，マスタ剛性とスレーブ剛性とを
一致させるオートチューニング機構の実現方法について検討する．

中村友昭（専攻科）
大塚弘文

49 国内学会等
発表

視覚サーボ型ポイン
ティングデバイスの
開発

共著 2012年9月 第65回電気関係
学会九州支部連
合大会講演論文
集，pp.103

ポインティングデバイスには，注目対象がレーザー照射できない遠方にあ
る場合や，レーザー光が複数存在する場合は利用不可能になるという重大
な欠点を有していた．そこで本研究では，レーザー照射を用いず視覚情報
に基づき注目対象の指示を行う新たなポインティング手法を開発する．

市川弘明（専攻科）
大塚弘文

50 国内学会等
発表

中途視覚障碍者のた
めのユビキタス指向
簡易メモ帳システム
の操作性の向上

共著 2012年9月 第11回電子情報
系フォーラム論
文集，No.3，
pp.19-22

中途視覚障害者の筆記行動を支援する文字入力システムの提案を提案
している．

内田隼人（専攻科）
清田公保
合志和洋

51 国内学会等
発表

実行時間に依存した
プログラムの暗号化

共著 2012年9月 第11回情報科学
技術フォーラム
（FIT2012）講演
論文集 第1分冊，
pp.257-260

動的解析に対して有効なソフトウェア保護方法として，実行時間差を用
いたコードの隠ぺい方法を提案した．隠ぺいされたコードは偽（にせ）
の内容で上書きされており，プログラムが実行されるとき，プログラム
の一部の実行時間（実行クロック数）に応じて自己書換えされる．デバッ
ガのブレイクポイント機能を用いた場合など，一時停止を伴う動的解析
が行われることでその実行時間が通常実行よりも長くなった場合（ある
いは短くなった場合）は，隠ぺいされたコードは元来のものと異なる内
容で書き換えられることとなり，元来のコードが攻撃者に露呈しない．

坂口英司（専攻科）
神﨑雄一郎
門田暁人（奈良先端大）

52 国内学会等
発表

コードの「めずらし
さ」に基づく保護機
構のステルシネス考
察

共著 2012年9月 第11回情報科学
技術フォーラム
（FIT2012）講演
論文集 第1分冊，
pp.261-266

TF-IDF を用いてソフトウェア保護機構を構成するコードのめずらしさ
（目立つ度合い）を評価する方法を提案した．

尾上栄浩（専攻科）
神﨑雄一郎
門田暁人（奈良先端大）

53 国内学会等
発表

中途視覚障害者のた
めのユビキタス指向
簡易メモ帳システム
の操作性の向上

共著 2012年9月 第11回電子情報
系高専フォーラ
ム論文集，
pp.19-22

中途視覚障害者のための学習支援を目的としたペン入力による筆記入
力システムを提案している．

内田隼人（専攻科）
清田公保
合志和洋

54 国内学会等
発表

ルディックウォーク
が高齢者に与える歩
行効果の検証

共著 2012年9月 第11回電子情報
系高専フォーラ
ム論文集，
pp.23-26

高齢者の歩行動作を解析し，ノルディックウォークによる足上げ等に
動作改善を明らかにし，転倒等によるけがなどの防止効果を提案して
いる．

松田和也（専攻科）
清田公保
合志和洋

55 国内学会等
発表

移動音源に対するブ
ラインド信号分離の
試み

共著 2012年9月 第20回電子情報
通信学会九州支
部学生会講演会
論文集， A-29

移動音源は短時間では固定音源とみなして，既存法で短時間フレーム
の分離をすることは困難である．そこで本稿では，観測信号の同時分
布の白色化に基づいて，移動音源に対するブラインド信号分離を実現
する方法を提案する．

岡本隼人（情報通信工学科）
石橋孝昭

56 国内学会等
発表

相関を用いた雑音環
境下での発話区間検
出

共著 2012年9月 第20回電子情報
通信学会九州支
部学生会講演会
論文集， A-30

雑音が他人の発話のような非定常信号である環境や，発話者の周囲の
騒音である環境でも，発話区間を検出できる方法を提案する．

柴田美紀（情報通信工学科）
石橋孝昭

57 国内学会等
発表

相関を用いた音源数
推定とブラインド信
号分離

共著 2012年9月 第20回電子情報
通信学会九州支
部学生会講演会
論文集， A-31

音源数の増減する環境下で観測された混合音声から，音源を推定でき
るブラインド信号分離を提案する．

田尻祐介（専攻科）
石橋孝昭

58 国内学会等
発表

畳み込み混合過程に
対するブラインド信
号分離と話者音声の
抽出

共著 2012年9月 第20回電子情報
通信学会九州支
部学生会講演会
論文集， A-32

ブラインド信号分離と目的信号の選択を同時にできる方法を提案する．藤森光平（専攻科）
石橋孝昭

59 国内学会等
発表

ヒューマン情報技術
に関する研究

単著 2012年9月 第2回情報科学
と信号処理研究
会資料

ヒューマン情報技術の研究として，快適生活環境技術、デザインアー
ト技術、障害者・高齢者支援技術、および映像音響表現技術を提案し
ている．

合志和洋

60 国内学会等
発表

中途視覚障害者のた
めのユビキタス指向
簡易メモ帳システム
の操作性の向上

共著 2012年9月 第38回感覚代行
シンポジウム発
表論文集，
pp.31-34

中途視覚障害者のための学習支援を目的としたペン入力による筆記入
力システムを提案している．

内田隼人（専攻科）
清田公保
合志和洋
島川学
江崎修央（鳥羽商船高専）
伊藤和之（国立リハセンター）

61 国内学会等
発表

車椅子利用者アン
ケートを題材とした
創成演習科目の取組
み　－グループワー
クによる問題発見と
解決策提示－

共著 2012年9月 第3回熊本福祉
情報教育フォー
ラム講演論文集，
No.3，pp.26-27

車椅子利用者に対するアンケートを基に，ユーザー指向の問題発見に
基づく PBL 教育の新しい提案を行っている．

大塚弘文
三好正純
清田公保
永田正伸
合志和洋
下田貞幸
開豊
山下徹

62 国内学会等
発表

Kinect センサを用い
た階段検出の試み

共著 2012年9月 第3回熊本福祉
情報教育フォー
ラム講演論文集，
No.3，pp.56-57

中途視覚障害者の歩行支援を目的とした Kinect センサを用いた外部情
報の抽出に関する提案を行っている．

島川学
池田幸平（情報工学科）
清田公保

63 国内学会等
発表

中途視覚障碍者のため
の理療問診用オンライ
ン手書きメモシステム
の開発ペン入力方式に
よる音声出力簡易メモ
帳システムの開発

共著 2012年9月 第3回熊本福祉
情報教育フォー
ラム講演論文集，
No.3，pp.58-59

中途視覚障害者の筆記行動を支援する文字入力システムの提案をして
いる．

内田隼人（専攻科）
合志和洋
島川学
西山英治
清田公保

p139-153.indd   142 2014/02/18   20:02:58



― 143 ―

区分
著書，学術論文等

の名称

単著，
共著
の別

発行又は
発表の年月

発行所，発表雑
誌等又は発表学

会等の名称
概　　　　　　　　要 氏　名（所属）

64 国内学会等
発表

室内用パーソナルモ
ビ リ テ ィ 装 置
（STAVi）を活用し
た学校教育環境ユニ
バーサル構想プロ
ジェクト（第2報）

共著 2012年9月 第3回熊本福祉
情報教育フォー
ラム講演論文集，
No.3，pp.60-61

新しい室内移動システム STAVi を活用した学校教育環境改善の提案を
行った．

松田和也（専攻科）
清田公保
合志和洋

65 国内学会等
発表

ペン運びアシスト装
置の展望と展開

単著 2012年9月 第３回福祉情報
教育フォーラ
ム， p.03-31

本報告では，ペン運びアシストシステムの現状を解説し，課題と今後
の展開について述べる．

柴里弘毅

66 国内学会等
発表

複数話者の重複発話
音声に対する音源数
の推定

共著 2012年9月 第65回電気関係
学会九州支部連
合大会講演会講
演論文集， 
pp. 66-67

二本のマイクで観測した話者音声信号の同時分布に音源数と等しい直
線成分が現れることに着目し，同時分布の方位ヒストグラムから音源
数の推定を行う．また，観測信号のスペクトログラムから周波数ごと
の成分を作成し，その信号の同時分布を重ね合わせることによって，
既存法よりも正確に音源数を推定する方法を提案する．

田尻祐介（専攻科）
石橋孝昭

67 国内学会等
発表

観測および状態ベク
トルの拡大次元線形
化を用いた非線形
フィルターの一設計
方法について

共著 2012年9月 第7回情報デザ
イン研究会講演
予稿集， pp. 1-2．

従来，観測値にノイズを含む非線形フィルターの設計方法として拡張
カルマンフィルターが一般的に用いられているが，級数展開の1次近似
を基にした方法であることから非線形性の強い系に関しては精度がよ
いとはいえない．そこで，我々は拡大次元の線形化関数を導入し精度
良く線形化可能な形式的線形化法を用いた非線形フィルターの設計方
法について考察した．拡大次元化した状態ベクトルと観測ベクトルを
新に定義し，関数近似に優れたチェビシェフ補間近似を用いて線形シ
ステムに変換し，既存の線形理論を適用して非線形フィルターを設計
するものである．最後に数値実験を行い本手法の有効性を確認した．

小松一男
高田等（鹿児島大学名誉教授）

68 国内学会等
発表

べき乗法を用いた行
列 の 非 負 分 解 と
NMF の比較

共著 2012年9月 第7回情報デザ
イン研究会講演
予 稿 集， pp.3-4 

（2012）

信号処理などの分野でも用いられるディジタルフィルタ（DF）は，非
負値データを対象とすること，多次元 DF は1次元 DF の多段結合によっ
て構成する．少ないフィルタで構成するためには，元のデータをより
少ない項数で表現することが求められる．我々のグループでは多次元
データをベクトルのテンソル積で展開する計算を提案しており，その
過程において行列の特異値分解にべき乗法を取り入れ高速化し，さら
にその過程で非負条件を課した非負分解手法を提案している．非負値
行列因子分解 -（NMF）と呼ばれる手法との比較を行った．

大隈千春
村上純
山本直樹

69 国内学会等
発表

多次元データの非負
分解による医療デー
タ分析

共著 2012年9月 第7回情報デザ
イン研究会講演
予稿集， pp.5-9

Lee 氏らによって開発された非負値行列因子分解（NMF）は，テキス
ト解析，音声や画像の特徴抽出など幅広く応用されている．本研究で
は，医療データである機能的自立度評価表（FIM）の分析に NMF を適
用した．NMF から得られる特徴行列からデータの幾つかの特徴が得ら
れることが分かった．また，主成分分解と比較したところ，それと同
等以上の良好な分析が出来る可能性があることが分かった．

山本直樹
村上純
大隈千春
齋藤智子（熊本リハビリテー
ション病院）
和泉孝（熊本リハビリテー
ション病院）
林田望（熊本リハビリテー
ション病院）

70 国内学会等
発表

感覚提示器における
振動覚刺激プローブ
の特性評価

共著 2012年9月 電気関係学会九
州支部連合大会

定量的な結果が得られ，簡便で小型な複合型検査器具を開発すること
で，検査時間の短縮，医療従事者の負担軽減，定量的評価を図る［2］．
著者らは，圧痛覚，触覚，温冷覚など，検査対象とする感覚毎に様々
な感覚提示器を開発している．

小山善文
濱崎景（専攻科）
永田正伸

71 国内学会等
発表

複合型感覚提示器に
おける温冷覚刺激プ
ローブの性能評価

共著 2012年9月 電気関係学会九
州支部連合大会

圧痛覚，触覚，温冷覚，振動覚についての刺激プローブを試作し，こ
れらを統合して，複合型感覚提示器として使用できるコントロールボッ
クスを開発している．
試作したプローブの一つである温冷覚プローブは，IC ドライバによる
PID 制御でペルチェ素子に流す電流量を制御することで，検査部分の
温度を一定の温度に保つことが可能である．

小山善文
牧高央（専攻科）
濱崎景（専攻科）
大串幹（熊本大学医学部付属
病院）

72 国内学会等
発表

２端子対等価回路に
よるスパイラルイン
ダクタの Q ファク
タ解析

単著 2012年9月 電子情報通信学
会2012年エレク
トロニクスソサ
イエティ大会， 
no.CS-3-6， pp.S-
46， Sept.2012

発振器のスペクトル雑音低減に有効な手段の一つとして，受動回路で
構成される帰還回路部の高Ｑ化が考えられる．ここでは，帰還回路部
の構成要素であるスパイラルインダクタに関し，その2端子対等価回路
を用いて，発振回路のＱファクタ［1］による検討を行った．

伊山義忠

73 国内学会等
発表

RF マグネトロンス
パッタ法における基
板へのイオン照射を
用 い た 極 性 反 転
ZnO 薄膜の作製

共著 2012年9月 電子情報通信学
会技術報告

ZnO 結晶の c 軸方向には極性があり，通常，スパッタ法などで作製した c 軸配向
ZnO 薄膜は成長終端が Zn 極性面となるように成長する．一方で，これまでの研
究から，AlN のスパッタ成膜中に基板へ酸素イオンを照射すると通常では現れな
い異常な N 面極性 AlN 薄膜が成長することが分かっている．本研究では，ZnO
においても，イオン照射により異常な O 面極性 ZnO が生じることを実験的に検
証した．スパッタ成膜時の放電電力を調整して基板に照射されるイオンの照射量
とエネルギーを変化させ，薄膜の極性に与える影響を調べた．基板に照射される
イオンの照射量とエネルギーは Q-mass 付きエネルギーアナライザーで定量的に
測定した．また，極性は薄膜に圧縮外力を加えた際の圧電応答電圧の正負から決
定した．その結果，基板へのイオン照射量とエネルギーが増大すると通常では現
れない O 面極性を有する ZnO 薄膜が得られることが分かった．薄膜の極性制御
技術は非線形光学デバイスや新たな圧電デバイスへの応用が期待できる． 

生駒遼（同志社大）
柳谷隆彦（名工大）
高柳真司（同志社大）
鈴木雅視（名工大）
小田川裕之
松川真美（同志社大）

74 国内学会等
発表

定在降着衝撃波不安
定性により誘発され
た重力崩壊型超新星
爆発における爆発的
元素合成 5 -- 第一・
第二世代超新星にお
ける炭素・酸素組成

単著 2012年9月 日本天文学会
2012年秋期年会 
講演論文集

本研究では， 2012年秋期年会での講演に引き続き， SASI により誘発された重力
崩壊型超新星爆発における爆発的元素合成を調べた． 金属量 0 の 11-40 倍太陽
質量の第一・第二世代星に対して， 特に炭素・酸素に焦点を絞り， 調査を行なっ
た． コアバウンスから数秒に渡って放出ガスの dynamics を流体力学計算し， こ
の結果に基づいて， 元素合成計算を行ない， 以下のことを示した． （1） 低金属
星で観測される炭素過剰 （［C/Fe］ > 1）は， 11，15倍太陽質量の大質量星の爆発
エネルギーが小さい（つまり暗い）超新星爆発に限られる． （2） 観測された酸
素の増加に対する炭素・酸素組成比の減少 （Fabbian 等2009）は， 個々の超新星

（恒星質量が大きい程， 放出ガス中の酸素は多く， 炭素・酸素組成比は小さい） 
に起因するという解釈 （Tsujimoto & Bekki 2010） を支持する． （3） 鉄が非常に
少なく（［Fe/H］ < -5）， かつ炭素過剰な低金属星で観測される非常に大きな炭
素・酸素組成比 （［C/O］ > 0.3） は金属量 0 の 11倍太陽質量の大質量星の暗い超
新星爆発で再現可能である．

藤本信一郎
橋本正章 （九州大学）
小野勝臣 （九州大学）
固武慶 （国立天文台）

75 国内学会等
発表

CT 画像を用いた回
内・回外運動の前腕
骨動作分析

共著 2012年9月 平成24年度　電
気関係学会九州
支部連合大会
（第65回連合大
会），講演番号
07-1P-03

人の前腕関節を構成する橈骨と尺骨の運動モデルを，上肢疾患の治療
およびリハビリの計画立案に応用する試みがあると報告されている．
上記の運動モデルとして，湾曲した形状の前腕骨2本を直線リンクで表
現し，各骨の端点2箇所を含めた4リンク機構が一般的である．しかし
従来の運動モデルでは，各リンク長およびモデルと前腕関節の角度検
証についてあまり議論されておらず，評価と客観的分析が十分に行わ
れていない．従って，これらのモデルパラメータ決定法や分析項目の
妥当性を検証することが必要である．
本稿では，CT により5パターンの回内・回外姿勢での前腕骨の動作を
撮影し，それらの分析結果について述べる．

野尻紘聖
鍋島崇統（専攻科）
松永信智（熊本大学）
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76 国内学会等
発表

短距離疾走時の身体
重心， 体幹部および
体肢の動きと地面反
力について

共著 2012年9月 第22回日本バイ
オメカニクス学
会大会

短距離疾走において，地面反力の鉛直成分（GRFv）のピーク値をみると
体重の4倍から5倍，また，推進成分（GFRf）では体重の1倍程度あるとい
われている．そこで，本研究では，GRFv が大きいことから，身体重心
（CG），体幹部（CGtnk）や体肢の鉛直方向の動きと地面反力との関連性
を検討しようとした．測定には3次元動作解析システム VICON とフォー
スプレート6台を用いた．被験者は日本代表選手を含む男子学生短距離選
手であった．被験者には，ジョギングからスプリントまで数種類のスピー
ドで計測範囲を走ってもらった．今回の測定でもっとも早かったのは
11.0m/s，ピッチは5．1s/s，ストライドは2.2m であった．身体各部やその
重心の鉛直方向の動きをみると，CG では約0.04m，CGtnk では約0.02m，
上肢では約0.07m，下肢では約0.12m，肩では約0.06m，骨盤では約0.06m
であった．また，ほとんどの項目で最も低くなったのは，接地期の中間
点付近であったが，接地脚側の骨盤は，離地直後まで下降する傾向にあっ
た．これらの結果は体幹部が重心移動よりも少ないことや肩の動き等か
ら地面反力の効率的な活用のための基礎資料となるであろう．

松尾彰文（国立スポーツ科学
センター）
松林武生（国立スポーツ科学
センター）
貴嶋孝太（国立スポーツ科学
センター）
山本真帆（国立スポーツ科学
センター）
髙橋恭平
土江寛裕（城西大学）
礒繁雄（早稲田大学）

77 国内学会等
発表

中枢疲労耐性のト
レーナビリティと低
酸素環境

共著 2012年9月 第67回日本体力
医学会大会

本研究は，中枢疲労耐性にトレーナビリティが存在するか，また，低
酸素環境を併用することでそのトレーニング効果を増大させることが
できるかを検討した．両群ともに，オールアウトまでの時間はわずか
に延長する傾向にあった．常酸素群のみで，オールアウト運動中の脳
内 TOI の有意な向上が確認され，オールアウト時の VA も向上する傾
向にあった．自転車スプリントトレーニングによって中枢疲労耐性は
改善されるが，低酸素環境ではこのトレーニング効果が得られにくい
ことが示唆された．

松林武生（国立スポーツ科学
センター）
髙橋恭平（国立スポーツ科学
センター）
居石真理絵（国立スポーツ科
学センター）
小林雄志（国立スポーツ科学
センター）
中垣浩平（国立スポーツ科学
センター）
今有礼（国立スポーツ科学セ
ンター）
鈴木康弘（国立スポーツ科学
センター）

78 国内学会等
発表

陸上短距離選手を対
象とした短期間低酸
素合宿の効果

共著 2012年9月 第67回日本体力
医学会大会

陸上競技短距離選手に対して6日間の低酸素宿泊とトレーニングを実施
し，その効果について検討した．トレーニング前後の測定結果を比較
したところ，トレーニング後の VO2max に有意な変化は認められなかっ
たが，運動持続時間が有意に向上した．また MART における
最大パワーは有意に向上し，各セット後の血中乳酸濃度が有意に低下
した．最高乳酸値の相対値として算出した最大下パワーが20%，40%，
60% で有意に向上した．

居石真理絵（国立スポーツ科
学センター）
本田亜紀子（国立スポーツ科
学センター）
松林武生（国立スポーツ科学
センター）
髙橋恭平
有光琢磨（国立スポーツ科学
センター）
麻場一徳（都留文科大学）
鈴木康弘（国立スポーツ科学
センター）

79 国内学会等
発表

機械工学および鋳造
方案の学習における
卓上型低温射出鋳造
装置の教育的効果

共著 2012年9月 日本機械学会 
2012年度年次大
会 発表講演概
要集（CD-ROM）
平 成24年9月10
日（月）金沢大学

3D-CAD/CAE/CAM システムを用いて，鋳造現象を直接観察できる射出
鋳造装置を製作した．本校の４年，５年および専攻科生に対して本装
置を使って実験させたところ，教育的効果が高いことが分かった．

田中裕一
宇野直嗣（旭川高専）
宮本憲隆

80 国内学会等
発表

部分的な板厚減少部
を施した短柱部材の
純圧縮実験

共著 2012年9月 土木学会第67回
年次学術講演会
概 要 集 （CD-
ROM），Ⅰ -015
（pp.29-30）

H 型短柱部材に部分的な板厚減少部分を与え耐荷力実験を行った．そ
の結果，元の板厚の10% 程度ならば耐荷力に影響がないことが分かっ
た．

岩坪要
山本和弥（土木建築工学科）
森本陽介（土木建築工学科）

81 国内学会等
発表

自主的な学習展開の
ための複式学級運営
に関する考察　熊本
県天草市の小学校を
例として

共著 2012年9月 日本建築学会大
会学術講演梗概
集 E1

旧五和町地区の小学校における複式学級の授業展開の実態調査報告 勝野幸司
吉崎大地（東北大学大学院）

82 国内学会等
発表

後付けの簡易装薬ホ
ルダーを使用した鉄
筋コンクリート躯体
の動的破砕制御

共著 2012年9月 土木学会第67回
年次学術講演会
概要集， 
pp.663-664， 
2012

簡易装薬ホルダーを RC 躯体に埋め込み，予定破断面にそう亀裂を進
展させる動的破断面制御技術を開発し，実規模実験でその有効性を実
証した．

中村裕一
竹内博幸（五洋建設（株））
中村聡磯（カヤク・ジャパン（株））
樋口毅（宇部興産（株））

83 国内学会等
発表

牡蠣殻による水の浄
化機能について

共著 2012年9月 土木学会第67回
年次講演会講演
概要集，
pp.21-22．

牡蠣殻を生活排水が流れる小河川に浸し，好気性微生物を付けた．こ
の牡蠣殻を人工廃水の入った水槽に入れ，各種の水質の変化を定期的
に計測し，牡蠣殻の効果を調べた．濁度成分の除去が見られた．

藤野和徳
土山秩広（専攻科）
中村真也（若築建設㈱）
吉永圭介

84 国内学会等
発表

金属周期構造に励起
される表面プラズモ
ンを用いた液体濃度
測定

共著 2012年9月 信学技報， vol． 
112， no. 259， 
OPE2012-98， 
pp. 37-40

表面プラズモン共鳴を用いたセンサは，ガスセンサやバイオセンサ等，
様々な分野で研究され利用されている．筆者らは，周期構造に励振される
表面プラズモンを利用して，より高感度の検出器を実現することを目指し
て研究を進めており，コニカルマウントで入射し0次回折光の位相を測定
することにより，高感度に試料の屈折率変化を検出できることを，ガスセ
ンサを例に報告している．本報告では，本センサで液体試料を測定した結
果について述べている．純水に濃度を変えてエタノールを添加したものを
試料として測定した結果，エタノール濃度を高感度に測定できており，ア
ルコール濃度をはじめとする液体センサに適用する有効性が示された．

小田川裕之
松田豊稔
吉永圭介
木場信一郎

85 国内学会等
発表

学生のプログラミン
グ演習におけるトー
クンベースのコード
クローン検出手法

共著 2012年9月 情報処理学会
DPS 研 究 会 論
文集，Vol.2012-
DPS-152，
No.20， pp.1-8

学等におけるプログラミング系科目のレポート課題において，他人の記
述したプログラムをそのまま流用して提出するする行為が問題となって
いる．このプログラムのコピーを自動で検出する技術に，コードクロー
ン検出技術がある．本研究は，学生の提出する不正コピーの検出に注目
した，コードクローン検出アルゴリズムの開発を目的としている．本研
究で提案するアルゴリズムは，トークンごとの比較を基礎としており，
学生が提出する不正コピーの特徴，たとえば，関数の場所やプログラム
の行単位の入れ替えをすべて検出できる．提案するアルゴリズムを実装
し，学生119名から提出された課題に対して評価実験を行った．目視に
よる判定と比較した結果，学生の作成した非常に短いプログラムにおい
て，36件の不正コピーのうち32件を検出することができた．

岩本舞（情報電子工学科）
小島俊輔
中嶋卓夫（東海大学）

86 国内学会等
発表

リスニング教材開発
～開発の過程を踏ま
えた考察～

単著 2012年9月 第36回全国高等
専門学校英語教
育学会　（口頭
発表）

本発表ではまず，英語教育におけるリスニング理論に基づいた教材開
発論について述べた．そして，オーセンティシティ，妥当性，実用性
という視点から，筆者が共著した英語テキスト Streams のリスニング問
題の開発過程を踏まえた考察を行った．

石貫文子
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87 国内学会等
発表

A Touch of the Poet
に見られるナルシシ
ズム

単著 2012年10月 サイコアナリ
ティカル英文学
会第37回大会

本学会は英米文学作品を精神分析学的な見地から分析および解釈する
ことを目的としている．発表者は精神分析学の理論を援用して，研究
の成果を発表する．

松尾かな子

88 国内学会等
発表

ゲートを変調した歪
Si p-MOSFET の 電
子線照射損傷

共著 2012年10月 第7回高崎量子
応用研究シンポ
ジウム， p.43

商用半導体デバイスの耐放射線試験として，セラミックコンデンサの
電子線照射による電気特性の変化を調査した．直流特性並びに高周波
特製の評価により，対象デバイスが十分な放射線耐性を持つことを実
証した．

高倉健一郎
角田功
米岡将士
杉山睦（東京理科大学）

89 国内学会等
発表

電子線・陽子線照射
による CIGS 太陽電
池への影響

共著 2012年10月 第7回高崎量子
応用研究シンポ
ジウム， p.44

CIGS 太陽電池および内包する薄膜（透明導電膜，CIGS 膜）の陽子線
照射による光学電気特性の評価を行った．透明導電膜の透過率と抵抗
率は陽子線を3×1015cm-2

照射後も変化しなかった．CIGS膜については，
陽子線照射による非発光再結合中心の増加により PL ピーク強度が減少
した．さらに，CIGS 光吸収層または CdS/CIGS 界面空乏層の劣化が，
他の層よりも太陽電池の PL スペクトルに関与することがわかった．

杉山睦（東京理科大学）
広瀬維子（東京理科大学）
藁沢萌（東京理科大学）
L.J. Sharon（東京理科大学）
坂倉秀徳（東京理科大学）
角田功
高倉健一郎

90 国内学会等
発表

試作手作り抵抗の製
作方法

単著 2012年10月 平成24年度東北
大学電気通信研
究所共同プロ
ジェクト研究会

ミリ波帯コンポーネントの初期的検討段階における，一般素材の適用
性に関する研究の一環として，紙ねんどと炭素粉末とを用いる抵抗（手
作り抵抗）を提案するとともに，その製作方法についての検討結果に
関して報告した．

伊山義忠

91 国内学会等
発表

意思決定理論を用い
た集団意思決定分析
の試み

共著 2012年10月 第17 回曖昧な
気持ちに挑む
ワークショップ
講演論文集，
 pp.39-44， 2012．
59

本論文では，新しい集団意思決定法を提案する．集団内の各個人が持つ
見解間の距離に着目した．見解間距離が他者と比べて大きすぎたり，小
さすぎたりすると，集団案への影響に偏りが出てしまう．そこで，見解
間距離を均等になるように格付けを決め，集団案への影響を平等なもの
にする，集団案への影響が平等であるための指標として VDI を定義し
た．VDI が小さいほど，集団案への影響が平等である．格付け値と VDI
から，個人と集団を分析するツールとしても有用である．集団を4つの
パターンに分類でき，それぞれの特徴を示した．さらに個人の特徴を強
調することによって，調和を乱す原因となる DM を探し出す手法を提示
した．さらに，この手法は絶対評価法にも相対評価法にも適用出来る．

大木真
室伏俊明（東京工業大学）

92 国内学会等
発表

金属周期構造に励起
される表面プラズモ
ンを用いた液体濃度
測定

共著 2012年10月 電子情報通信学
会光エレクトロ
ニクス研究会
OCS2012-47 電
子情報通信学会
技術研究報告　
vol.112 No. 258 
pp. 37-40（2012-
10）

表面プラズモン共鳴を用いたセンサは，ガスセンサやバイオセンサ等，
様々な分野で研究され利用されている．筆者らは，周期構造に励振さ
れる表面プラズモンを利用して，より高感度の検出器を実現すること
を目指して研究を進めており，コニカルマウントで入射し0次回折光の
位相を測定することにより，高感度に試料の屈折率変化を検出できる
ことを，ガスセンサを例に報告している．本報告では，本センサで液
体試料を測定した結果について述べている．純水に濃度を変えてエタ
ノールを添加したものを試料として測定した結果，エタノール濃度を
高感度に測定できており，アルコール濃度をはじめとする液体センサ
に適用する有効性が示された．

小田川裕之
松田豊稔
吉永圭介
木場信一郎

93 国内学会等
発表

任意形状を持つナノ
金属粒子クラスタに
おける局在プラズモ
ンの数値解析

共著 2012年10月 電子情報通信学
会光エレクトロ
ニクス研究会
OCS2012-48 電
子情報通信学会
技術研究報告　
vol.112 No. 258 
pp. 41-46（2012-
10）

任意形状を持つナノ金属粒子による光の散乱と吸収を，局在プラズモ
ンに関連して数値的に考察する．粒子形状が r=a［1+δcos（νθ）］で
与えられるナノ金粒子による光の散乱問題を多重極展開法（Generalized 
Multipole Technique）により数値解析する．GMT 法は，粒子内部と外
部の散乱波の電界を球ベクトル波動関数で多重極展開する解法である．
GMT 法を用いて，球及び球からずれた粒子形状のナノ金粒子における
局在プラズモンの励起に伴う光散乱・吸収について調べている．

松田豊稔
小田川裕之
川野光則（Lumerical Solutions） 

94 国内学会等
発表

コ ン テ ス ト 用 の
GPS ロボットカー
の製作

共著 2012年10月 GPS/GNSS シン
ポジウム2012予
稿集，測位航法
学会

GPS ロボットカーにジャイロセンサーを搭載して，旋回角度を制御す
る方法について発表した．学生指導を担当．

藤井一光（機械電気工学科）
入江博樹

95 国内学会等
発表

小型航空機によるリ
モートセンシング
データ取得に向けた
低速移動体の精密測
位の試み

共著 2012年10月 GPS/GNSS シン
ポジウム2012予
稿集，測位航法
学会

小型の RC ヘリコプターに安価だが比較的高性能な GPS モジュールを
用いて，搬送波測位を行った場合の精度評価を行った．学生の指導に
関して GPS 部分を担当．

塚田千夏（長岡技大）
高橋一義（長岡技大）
入江博樹

96 国内学会等
発表

16ビットデジタル入
力のスイッチトキャ
パシタデジタルアン
プの開発

共著 2012年11月 平成24年度 第
11回電子情報系
高専フォーラム，
no.B-1，pp.79-
82

本稿ではデジタル選択方式のスイッチトキャパシタ（SC）を用いて実用化
に向けて16ビットのデジタルアンプを提案し，Hspice シミュレーションに
より動作を確認し，理論通りの理想的な波形を得ることができた．5ビッ
トから16ビットに増やすことによって，（1） スイッチ数およびクロックの
相数はそれぞれ3.4倍および3.2倍に増える．（2）最大出力時の放電時定数
は3.75分の1に短くなり，出力電圧リプルが増加する．（3）各状態の継続時
間が短くなりキャパシタの充放電を完了させるために，スイッチのオン抵
抗を小さくする必要がある等の検討事項を明らかにした．提案回路の出力
電圧の精度は16ビットに増やすことによって211

（=2048）倍に向上できた．

鍋田啓司（専攻科）
寺田晋也
江口 啓（福岡工業大学）
大田一郎

97 国内学会等
発表

手書き式文字入力シ
ステム Pen-Talker の
開発

単著 2012年11月 コミュニケー
ション & リハ
ビリテーション
フォーラム，概
要資料

視覚障碍者のための筆記行動を支援するシステムについて発表を行っ
た．

清田公保

98 国内学会発
表

（査読あり）

命令の乱雑さに基づ
くプログラム理解性
の評価

共著 2012年11月 ソフトウェア工
学の基礎ワーク
ショップ
FOSE2012

情報理論からのアプローチにより，プログラムの理解性を定量化した．
基本アイデアは，各命令が全くランダムに（乱雑に）プログラム中に
出現する場合に，プログラムの理解性が最も低い状態であると考える．
命令がランダムに出現するとは，（1） 各命令の出現頻度が等しく，か
つ，（2） その並びに規則性がない状態であると考える．前者はエントロ
ピー，後者はコルモゴロフ複雑性の概念を用いて定量化する．

二村阿美（奈良先端大）
門田 暁人（奈良先端大）
玉田春昭（京都産業大）
神崎雄一郎
中村匡秀（神戸大）
松本健一（奈良先端大）

99 国内学会等
発表

一次元，二次元音場
における音波伝搬の
可視化に関する研究

共著 2012年11月 第11回電子情報
系高専フォーラ
ム講演論文集　
pp.135-138

本研究では2次元粉末図形実験装置の作成を行い Kundt の実験（2次元
音場）による音波伝搬の可視化に成功した．また固有モードにおける
音圧分布を計算し理論値を等音圧線で示すことができたため，実験装
置で観測した縞模様が各モードにおいて正しいかどうか判断すること
ができている．

坂井潤（専攻科）
西村勇也

100 国内学会等
発表

外乱推定オブザーバ
を用いた振戦制御系
の一設計法

共著 2012年11月 第11回電子情報
系高専フォーラ
ム論文集，
pp.139-142

本研究では，振戦患者がペンを操作する運動に含まれる不随意運動の
みを抑制する機構を提案し，その制御システムとして，外乱オブザー
バとフィルタにより不随意運動成分を推定し，それと逆位相の制御力
をペンに与える手法と，随意運動成分を推定し誤差修正を目的とした
出力フィードバック制御手法により制御力を発生する手法の二つの手
法を考案し，シミュレーション実験により制御性能を比較検討する．

永木雄也（専攻科）
柴里弘毅
大塚弘文
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101 国内学会等
発表

視覚サーボ型ポイン
ティングシステムの
開発　－ EVI-D100
を用いた視覚サーボ
による注目物体追跡
手法の検討－

共著 2012年11月 第11回電子情報
系高専フォーラ
ム論文集，
pp.143-146

レーザー照射を用いずに，ガイドとそのコミュニケーションパートナー
の双方にカメラを装着し，注目対象の指示を行う新たなポインティン
グシステムを開発する．本稿では，ガイドの提示した注目物体の常時
捕捉を達成するために，パンチルト制御可能なカメラ EVI － D100 を
用いた追跡手法を提案し，実機への適用結果を報告する．

市川弘明（専攻科）
大塚弘文

102 国内学会等
発表

音声認識・合成技術
を利用した車いす操
縦システムの性能評
価実験

共著 2012年11月 第11回電子情報
系高専フォーラ
ム論文集，
pp.147-150

車椅子を音声認識技術・音声合成技術の具体的な応用対象機器と位置
づけ，搭乗者が介助者との対話により意思疎通を図りつつ操作支援を
受けている場合と同様の環境を実現することで，搭乗者がハンドフリー
により操縦可能な電動車いすの自動操縦支援システムの構築を行った．

野口晋太郎（専攻科）
大塚弘文

103 国内学会等
発表

微細作業用力覚サー
ボ系のセルフチュー
ニングコントローラ

共著 2012年11月 第11回電子情報
系高専フォーラ
ム論文集，
pp.151-154

微細作業支援システム研究の一環として，操作者の特性の違いによる
マスター・スレーブの両マニピュレータ間での把持動作における剛性
偏差の変動特性を数値実験により分析し，その知見に基づいた制御パ
ラメータのセルフチューニング則を提案する．

中村友昭（専攻科）
大塚弘文

104 国内学会等
発表

スパッタ法により成
膜した Ga2O3薄膜の
結晶性評価

共著 2012年11月 第4回半導体材
料・ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｫｰﾗ
ﾑ予稿集，
pp.113-114

スパッタリング法により酸化ガリウム薄膜を形成し，その結晶性をＸ
ＲＤ法により評価した．

石橋和也（専攻科）
合田稜平（専攻科）
工藤淳（専攻科）
高原基（専攻科）
角田功
高倉健一郎
中島敏之（中央電子工業）
渋谷睦夫（エコマザー）
村上克也（日本ガスケミ）

105 国内学会等
発表

電子線照射 SiGe/Si
ダイオードの
Raman 分光による
歪み量評価

共著 2012年11月 第4回半導体材
料・ デ バ イ ス
フォーラム予稿
集，pp.115-116

SiGe/Si ヘテロ接合ダイオードに2MeV の電子線を照射し，SiGe/Si ヘテ
ロ接合ダイオードの内部応力に及ぼす影響をラマン分光測定装置を用
いて評価した．

渡邊良（専攻科）
長岡裕一（専攻科）
中島敏之（中央電子工業）
米岡将士
角田功
高倉健一郎
中庸行（堀場製作所）
E. Simoen（imec）
C. Claeys（imec）
吉野賢二（宮崎大学）

106 国内学会等
発表

Si1-XCX S/D 
n-MOSFET に 与 え
る電子線照射効果

共著 2012年11月 第4回半導体材
料・デ バ イ ス
フォーラム予稿
集，pp.117-118

ソースドレイン部分に SiC を配した nMOS トランジスタに着目し，そ
のデバイスに及ぼす電子線照射の影響を電気的特性から評価した．

浅井勇輝（専攻科）
中島敏之（中央電子工業）
米岡将士
角田功
高倉健一郎
E. Simoen（imec）
C. Claeys（imec）

107 国内学会等
発表

電子線照射した商用
JFET の電流変動解
析

共著 2012年11月 第4回半導体材
料・ デ バ イ ス
フォーラム予稿
集，pp.119-120

商用 JFET に及ぼす電子線照射の影響を評価した．電子線照射前後の
JFET の特性において，JFET の極性（n 型，p 型）の違いにより大きく
影響されることを明らかにした．

﨑山晋（専攻科）
中島敏之（中央電子工業）
米岡将士
角田功
高倉健一郎

108 国内学会等
発表

MIC 法を用いた非
晶質 Ge 薄膜の低温
結晶成長

共著 2012年11月 第4回半導体材
料・ デ バ イ ス
フォーラム予稿
集，pp.121-122

結晶成長法の一つである金属誘起結晶成長法に着目し，触媒金属とし
て Au を用いた非晶質 Ge 薄膜の低温結晶成長を行ない，光学的に評価
した．

金子貴博（専攻科）
松下翔平（電子工学科卒）
大坪孝総（電子工学科）
高倉健一郎
角田功

109 国内学会等
発表

β-Ga2O3薄膜のバン
ド構造解析と光学特
性

共著 2012年11月 第4回半導体材
料・デ バ イ ス
フォーラム予稿
集，pp.123-124

酸化ガリウム薄膜のバンド構造計算，並びにスパッタリング法を用い
た作製した酸化ガリウム薄膜の光学特性を測定し，総合的に評価した．

高原基（専攻科）
工藤淳（専攻科）
合田稜平（専攻科）
石橋和也（専攻科）
角田功
高倉健一郎
小嶋稔（宮崎大学）
中島敏之（中央電子工業）
吉野賢二（宮崎大学）
村上克也（エコマザー）
渋谷睦夫（日本ガスケミ）

110 国内学会等
発表

周囲長の異なる Ge
ダイオードの耐放射
線特性に関する評価

共著 2012年11月 第4回半導体材
料・ デ バ イ ス
フォーラム予稿
集，pp.125-126

周囲長の異なる Ge ダイオードに着目し，そのダイオードに及ぼす電子
線照射の影響を電気的特性から評価した．

田中龍之（専攻科）
塚本真幹（専攻科）
米岡将士
角田功
高倉健一郎
中島敏之（中央電子工業）
E. Simoen（imec）
C. Claeys（imec）

111 国内学会等
発表

C を添加した SiGe
／ Si ヘテロ接合ダ
イオードの電子線耐
性評価

共著 2012年11月 第4回半導体材
料・ デ バ イ ス
フォーラム予稿
集，pp.127-128

SiGe/Si ヘテロ接合ダイオードに C を添加し，そのデバイスに及ぼす電
子線照射の影響を電気的特性の観点から評価した．

井上友貴（専攻科）
米岡将士
角田功
高倉健一郎
中島敏之（中央電子工業）
E. Simoen（imec）
C. Claeys（imec）

112 国内学会等
発表

電子線照射した民生
用積層セラミックコ
ンデンサの特性変化

共著 2012年11月 第4回半導体材
料・デ バ イ ス
フォーラム予稿
集，pp.129-130

民生用デバイスの宇宙応用を目指し，民生用積層セラミックコンデン
サに電子線を照射し，コンデンサの特性劣化について電気的特性の観
点から評価した．

森内岬希（専攻科）
米岡将士
角田功
高倉健一郎

113 国内学会等
発表

微量の Ge 添加が Si
ダイオードの放射線
耐性に与える影響―
照射導入欠陥の Ge
濃度依存性―

共著 2012年11月 第4回半導体材
料・デ バ イ ス
フォーラム予稿
集，pp.131-132

Si ダイオードに Ge を極微量添加した SiGe ダイオードに着目し，Ge 微
量添加が電子線耐性に及ぼす影響を評価した．

平山純也（専攻科）
米岡将士
角田功
高倉健一郎
中島敏之（中央電子工業）
Jan Vanhellemont（ゲント大学）
Joan Marc Rafi（INB-CNM）
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114 国内学会等
発表

基板加熱スパッタに
より作製した Ga2O3

薄膜の評価

共著 2012年11月 第4回半導体材
料・デ バ イ ス
フォーラム予稿
集，pp.133-134

基板を加熱した状態で酸化ガリウム薄膜をスパッタリング法により成
膜し，酸化ガリウムの結晶性に及ぼす加熱温度の影響を評価した．

工藤淳（専攻科）
高原基（専攻科）
合田稜平（専攻科）
石橋和也（専攻科）
角田功
高倉健一郎
中島敏之（中央電子工業）
渋谷睦夫（エコマザー）
村上克也（日本ガスケミ）

115 国内学会等
発表

高温熱処理が Ga2O3

薄膜に及ぼす影響
共著 2012年11月 第4回半導体材

料・デ バ イ ス
フォーラム予稿
集，pp.63-64

透明電極薄膜への応用を目指し，スパッタリング法により酸化ガリウ
ム薄膜作製し評価している．本研究では，高温熱処理が結晶性・表面
状態に及ぼす影響を評価した．

合田稜平（専攻科）
石橋和也（専攻科）
工藤淳（専攻科）
高原基（専攻科）
角田功
髙倉健一郎
中島敏之（中央電子工業）
渋谷睦夫（エコマザー）
村上克也（日本ガスケミ）

116 国内学会等
発表

電子線照射した
Si1－xGex S/D 
pMOSFET の Ge 濃
度依存性評価

共著 2012年11月 第4回半導体材
料・ デ バ イ ス
フォーラム予稿
集，pp.65-66

Ge 濃度の異なる SiGe をソースドレイン領域に配し，チャネル部分に
ひずみを加えた pMOS トランジスタに対し，電子線照射を施し，電気
的特性の観点からデバイス特性の評価を行なった．

長岡裕一（専攻科）
渡邊良（専攻科）
米岡将士
角田功
高倉健一郎
中島敏之（中央電子工業）
M. B. Gonzalez（imec）
E. Simoen（imec）
C. Claeys（imec）

117 国内学会等
発表

アイルランド民話に
おける異界的存在に
ついて

単著 2012年11月 第56回熊本大学
英文学会（於 :
熊本大学）

アイルランド民話における，妖精を含めた異界的存在の，容姿・外観
についての文献学的研究

高木朝子

118 国内学会等
発表

手振れ補正ペン入力
システムの開発

共著 2012年11月 日本人間工学会
九州・沖縄支部
第33回大会

本研究では，不随意運動の特性評価法と震えの影響を軽減するフィル
タ処理について提案する．

麻生晋併（電子情報システム工学科）
柴里弘毅

119 国内学会等
発表

コニカルマウント表
面プラズモンセンサ
の小型機器用検出法
のシミュレーション

共著 2012年11月 第11回電子情報
系高専フォーラ
ム

周期構造に励振される表面プラズモンの偏光特性を利用することで，駆動
装置を要せずに高感度のセンサを得る研究が進められて，非常に高感度の
ガスセンサが得られている．その研究では偏光の変化をみるためにポラリ
メータが使用されていたが，ハンディタイプのセンサとして利用するに
は，高価で大きいため使用する場所が限られてくる．そこで本研究ではポ
ラリメータを用いない簡易な方法で検出することを目的としている．

村田佳祐（専攻科）
小田川裕之
松田豊稔

120 国内学会等
発表

ブラインド音源分離
と音源数推定に関す
る考察

共著 2012年11月 第11回電子情報
系高専フォーラ
ム， pp. 11-14

音源数を推定する手法や観測信号の同時分布を利用した新たな分離法
を提案し，提案法による音源分離や音源数推定のシミュレーション結
果について考察し，その有効性を検証する．

田尻祐介（専攻科）
石橋孝昭

121 国内学会等
発表

ブラインド信号分離
における分離精度の
評価

共著 2012年11月 第11回電子情報
系高専フォーラ
ム， pp. 15-18

騒音環境下で話者が発話しているときに，観測された混合信号のみを
用いて話者音声を分離抽出する方法を提案し，伝達関数の違いによる
分離精度について評価する．

藤森光平（専攻科）
石橋孝昭

122 国内学会等
発表

前腕回内・回外動作
における肘関節挙動
の分析

共著 2012年11月 第11回電子情報
系高専フォーラ
ム，p3-p6

人の前腕関節を構成する橈骨と尺骨の運動モデルを，上肢疾患の治療および
リハビリの計画立案に応用する試みがあると報告されている．上記の運動モ
デルとして，湾曲した形状の前腕骨2本を直線リンクで表現し，各骨の端点2
箇所を含めた4リンク機構が一般的である．しかし従来の運動モデルでは，
各リンク長およびモデルと前腕関節の角度検証についてあまり議論されてお
らず，評価と客観的分析が十分に行われていない．従って，これらのモデル
パラメータ決定法や分析項目の妥当性を検証することが必要である．本稿で
は，提案されている従来の骨格モデルを示し，CT による5パターンの回内・
回外姿勢での前腕骨の動作の撮影とその分析結果について述べる．

野尻紘聖
鍋島崇統（専攻科）
柴里弘毅
岡山洋二（九州記念病院）
松永信智（熊本大学）

123 国内学会等
発表

分散動画エンコーダ
の構築と評価

共著 2012年11月 第11回電子情報
系高専フォーラ
ム論文集

熊本高専熊本キャンパスには，学園祭や式典など各種行事の際に，学生
が部活動コマーシャルやビデオレターなどの動画を制作して上映すると
いう独自の習慣がある．YouTube［1］ のような動画配信システムを学内
向けに構築し，それらの動画を自由に共有・視聴できる仕組みを考案
し，学内向け動画配信システムの構築を行った．大量の動画を配信用の
フォーマットへ変換する際の処理時間が問題となるため，動画変換時間
を短縮する試みとして「分散型動画エンコーダ」の構築を行った．

末永雄士（専攻科）
永田和生

124 国内学会等
発表

Al2O3粒スパッタ法
による（0001）配向
ScAlN 薄膜の極性制
御と極性反転共振子

共著 2012年11月 第33回超音波エ
レクトロニクス
の基礎と応用に
関するシンポジ
ウム

AlN および ScAlN 薄膜の極性制御について検討した．成膜前に Ar イオ
ンビームで Al 下地電極をエッチングした後（0001）配向 AlN を成膜し
たところ極性反転構造が形成されていることを確認した．ScAlN では
Sc 粒とアルミナ粒を Al ターゲット上に置いて成膜することにより極性
反転構造を形成できた．

鈴木雅視（名工大）
柳谷隆彦（名工大）
小田川裕之

125 国内学会等
発表

c 軸 配 向 ZnO 薄 膜
における基板へのイ
オン照射を用いた
Zn 面または O 面極
性制御

共著 2012年11月 第33回超音波エ
レクトロニクス
の基礎と応用に
関するシンポジ
ウム

マグネトロンスパッタによる成膜中にイオン照射をすることで c 軸配
向 ZnO 薄膜の分極方向を制御することについて報告している．

生駒遼（同志社大）
柳谷隆彦（名工大）
高柳真司（同志社大）
鈴木雅視（名工大）
小田川裕之
松川真美（同志社大）

126 国内学会等
発表

新構造一方向性すだ
れ状電極と一方向性
Ｏ Ｃ Ｆ 構 造 セ ン
サー・高帯域フィル
タの解析と実験

共著 2012年11月 第33回超音波エ
レクトロニクス
の基礎と応用に
関するシンポジ
ウム

内部反射を用いた新しい一方向性電極とそれを用いた OCF 構造の高帯
域フィルタについて解析と実験を行っている．

山之内和彦（東北大）
小田川裕之

127 国内学会等
発表

イオン液体中におけ
るメタクリル酸エス
テル系中分子および
高分子の溶存状態

共著 2012年11月 第35回溶液化学
シンポジウム講
演要旨集 pp.33 

（口頭発表）

本研究では，Poly（benzyl methacrylate）/1-ethyl-3-methylimidazolium bis
（trifluoromethanesulfonyl）amide 溶液に対して高エネルギー X 線回折測
定と分子動力学シミュレーションを行い，中分子および高分子の溶存
状態を明らかにした．

藤井健太（東大物性研）
上木岳士（東京大学）
松上優
渡邉正義（横浜国立大学）
柴山充弘（東大物性研）

128 国内学会等
発表

イオン液体中におけ
るベンジルメタク
レート系高分子の溶
媒和構造

共著 2012年11月 第35回溶液化学
シンポジウム講
演 要 旨 集 pp.82

（ポスター発表）

本研究では，Poly（benzyl methacrylate）/1-ethyl-3-methylimidazolium bis
（trifluoromethanesulfonyl）amide 溶液に対して分子動力学シミュレーショ
ンを行い，イオン液体 / 高分子溶液の溶媒和構造を明らかにした．

松上優
藤井健太（東大物性研）
上木岳士（東京大学）
柴山充弘（東大物性研）

p139-153.indd   147 2014/02/18   20:02:59



― 148 ―

区分
著書，学術論文等

の名称

単著，
共著
の別

発行又は
発表の年月

発行所，発表雑
誌等又は発表学

会等の名称
概　　　　　　　　要 氏　名（所属）

129 国内学会等
発表

発振回路のＱファク
タを適用したスパイ
ラルインダクタの等
価回路解析

単著 2012年11月 電子情報通信学
会， 技 術 報 告
MW2012-118， 
pp.29-34， Nov. 
2012．

マイクロ波帯発振器の外部受動回路部を構成する素子として多く用いら
れているスパイラルインダクタを取り上げ，発振回路のＱファクタを適
用してその解析を行った．まず最初に，スパイラルインダクタの1端子
対等価回路に対する解析として，Ｑファクタ表示式を導出した．その上
で，この表示式による数値計算を行い，振幅，位相の周波数変化とＱ
ファクタとの関係について調べた．さらに，２端子対等価回路に対する
解析として，等価回路パラメータの一例に対して，通過特性とＱファク
タとの関係について調べた．ここでは，それらの結果について報告した．

伊山義忠

130 国内学会等
発表

インタラクティブな
マルチプレイ対応
3DCG ビルダーの開
発

共著 2012年11月 平成24年度第11
回電子情報系高
専フォーラム講
演論文集， 
pp.71-74

本研究は，ユーザーにやさしい，タブレット端末に適用できる３ＤＣ
Ｇモデリングツールの開発を行い，その実験結果とＧＵＩを導入する
際工夫する点を報告した．

孫寧平
早田昂生（専攻科）

131 国内学会等
発表

手振れ補正ペン入力
に関する研究～信号
処理による筆跡の乱
れの軽減～

共著 2012年11月 平成24年度第11
回電子情報系高
専フォーラム論
文 集，pp.7-10，
2012

手振れ補正について，ベジェ補完，周波数フィルタを用いた手法の効
果について分析を行う．

麻生晋併（電子情報システム
工学科）
柴里弘毅

132 国内学会等
発表

並列スイッチを考慮
したデジタル選択方
式 SC 電源の出力抵
抗の一般解析

共著 2012年11月 平成24年度 第
11回電子情報系
高専フォーラ
ム， no.B-2，
pp.83-86

本稿では，デジタル選択方式スイッチトキャパシタ（SC）電源につい
て並列スイッチを考慮した場合の出力抵抗の一般解析を行った．具体
的にキャパシタ数 n が4個の複数の組み合わせの昇降圧回路について解
析結果を Hspice シミュレーションで検証した．その結果，以下のこと
がわかった．（1）昇圧，降圧に関係なく解析結果はシミュレーション
結果とよく一致する．（2）素子数を増やすことなくクロックを変える
だけで並列スイッチを動作させることができる．（3）従来接続よりも
出力抵抗を20% 程度小さくでき，電力変換効率を高めることができる．

莟邦寛（専攻科）
寺田晋也
江口 啓（福岡工業大学）
大田一郎

133 国内学会等
発表

デジタル選択方式ス
イッチトキャパシタ
電源の SC 抵抗の一
般解析

共著 2012年11月 平成24年度 第
11回電子情報系
高専フォーラ
ム， no.B-3，
pp.87-90

本稿では，一般的にキャパシタ数が n 個の場合について（2の n-1乗）分の
1に降圧するデジタル選択方式スイッチトキャパシタ（SC）電源について，
SC 抵抗を解析的に求め各キャパシタの容量値をどのように配分したとき
に SC 抵抗が最小になるかを求めた．具体的には，キャパシタ数を3個，4
個，…，n 個と増やしてそれぞれ最適容量値を解析し法則性より（2の n-1
乗）分の1の降圧回路について，すべてのキャパシタを等しくした場合と
最適配分した場合について総容量が等しいという条件で出力抵抗を求め
た．また，解析の有効性を明らかにするためキャパシタ数が3個の場合に
おいて1/4降圧回路のシミュレーションを HSPICE で行い，有効性を明らか
にした．

坂井健太朗（専攻科）
寺田晋也
江口啓（福岡工業大学）
大田一郎

134 国内学会等
発表

水中衝撃波を利用し
た食品加工装置にお
ける圧力容器内部の
衝撃波伝播シミュ
レーション

共著 2012年11月 平成24年度火薬
学会秋季大会講
演論文集

水中衝撃波の伝播過程シミュレーションと高速度ビデオカメラによる
写真撮影実験

井山裕文
比嘉吉一（沖縄高専）
伊東繁（沖縄高専）

135 国内学会等
発表

潮流調査を目的とし
た改良型定水深浮遊
体の開発

共著 2012年11月 日本航海学会第
127回講演会，
GPS/
GNSS 研究会講
演論文集

フランジを有するプロトタイプ定水深浮遊体の改善項目①流体抵抗の
低減，②海藻等からの捕捉を逃れるための外形的改善などについて取
り組んだ改善項目について説明すると共に，実験水槽内でのマニュア
ル操作による基礎実験について報告した．

宮本弘之
森下謙史郎（専攻科）
吉田修二
入江博樹

136 国内学会等
発表

教育現場における
パーソナルモビリ
ティ STAVi の有効性
検証　－熊本高専八
代キャンパスでの走
行実験と改良検討－

共著 2012年11月 第11回 電子情
報系高専フォー
ラム 論文集

本研究では，地元企業が開発中の室内用パーソナルモビリティ「STAVi」
を，本校の学校教育現場で試用しながら，熊本高専独自の改善提案を
行うことをめざしている．ここでは，熊本高専八代キャンパスでの走
行実験の結果と，そこで問題となった走行安全性の向上について，超
音波センサー等を用いた衝突防止システムの搭載など，機能改良を検
討した結果について報告した．

谷亮輔（専攻科）
開豊
下田貞幸
山下徹

137 国内学会等
発表

基礎講座 : 金属材の
しわ / 座屈 / 異方性

単著 2012年11月 複合材型加工研
究 会 第3回 セ ミ
ナー　板紙の型
抜き加工技術に
関する研究会議　
平成24年11月28日
（水）首都大学東
京秋葉原サテラ
イトキャンパス　
講演概要集 pp.3-5．

主に板紙の型抜き加工関連の業務に当たっている聴衆に対して，金属
のしわ，座屈，異方性について，塑性加工学の観点から基礎的な項目
を説明した．

田中裕一

138 国内学会等
発表

AZ31マグネシウム
合金管の曲げ強度に
及ぼすショットピー
ニング加工の影響

共著 2012年11月 第63回塑性加工
連合講演会講演
論文集，　2012
年，11月

AZ31マグネシウム合金管の曲げ強度に及ぼすショットピーニング加工
の影響を調べた．その結果，曲げ強度がショットピーニング加工条件
に影響することを確認した．

原田泰典（兵庫県立大学）
福田泉
中村康照（専攻科）

139 国内学会等
発表

簡易装薬ホルダーを
使用したコンクリー
ト杭頭の動的破砕処
理工法に関するモデ
ル実験

共著 2012年11月 火薬学会2012年
度秋季研究発表
会講演要旨集，
pp.61-61．

簡易装薬ホルダーをコンクリート杭頭に埋め込み，水平破断面を進展
させる動的破断面制御技術を開発し，モデル実験でその有効性を実証
した．

中村裕一
中村聡磯（カヤク・ジャパン（株））
竹内博幸（五洋建設（株））
田口琢也（カヤク・ジャパン（株））

140 国内学会等
発表

CC ケモカインを分
子骨格とした低分子
抗体ライブラリの構
築

共著 2012年11月 第49回ペプチド
討論会講演要旨
集　pp.125

抗体は物質の検出や精製， 診断や医薬分野に応用できる有用なツールで
ある．より小さな抗体として， CC ケモカインを分子骨格としたケモカ
イン抗体（cAb）を設計し， 設計した遺伝子を導入した大腸菌および
ファージの系で発現することを示し， ファージディスプレイ法によるラ
イブラリー構築の可能性を述べた． 本科および専攻科生との研究結果
をまとめて学会会場にて英文ポスターにて発表した．

吉永圭介
中神昌昭（専攻科）
宮崎誠也（生物工学科）

141 国内学会等
発表

教育現場における
パーソナルモビリ
ティ STAVi の有効性
検証　－熊本高専八
代キャンパスでの走
行実験と改良検討－

共著 2012年11月 第11回 電子情
報系高専フォー
ラム 論文集
pp.35-38

本研究では，地元企業が開発中の室内用パーソナルモビリティ「STAVi」
を，本校の学校教育現場で試用しながら，熊本高専独自の改善提案を
行うことをめざしている．ここでは，熊本高専八代キャンパスでの走
行実験の結果と，そこで問題となった走行安全性の向上について，超
音波センサー等を用いた衝突防止システムの搭載など，機能改良を検
討した結果について報告した．

谷亮輔（専攻科）
開豊
下田貞幸
山下徹

142 国内学会等
発表

コニカルマウント表
面プラズモンセンサ
の小型機器用検出法
のシミュレーション

共著 2012年12月 応用物理学会九
州支部学術講演
会

周期構造に励振される表面プラズモンの偏光特性を利用することで，駆動
装置を要せずに高感度のセンサを得る研究が進められて，非常に高感度の
ガスセンサが得られている．その研究では偏光の変化をみるためにポラリ
メータが使用されていたが，ハンディタイプのセンサとして利用するに
は，高価で大きいため使用する場所が限られてくる．そこで本研究ではポ
ラリメータを用いない簡易な方法で検出することを目的としている．

村田佳祐（専攻科）
小田川裕之
松田豊稔
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143 国内学会等
発表

周期構造表面プラズ
モンセンサの水素ガ
ス濃度特性の評価

共著 2012年12月 応用物理学会九
州支部学術講演
会

周期構造に励振される表面プラズモンの偏光特性を利用することで，
非常に高感度のガスセンサが得られている．本報では，その水素ガス
濃度特性について実験を行った結果を述べている．

野口友熙（情報通信工学科）
小田川裕之
松田豊稔

144 国内学会等
発表

操作者特性変化に対
するバイラテラルマ
ニピュレータのセル
フチューニング

共著 2012年12月 第13回計測自動
制御学会システ
ムインテグレー
ション部門講演
会

先行研究では，操作者の動特性パラメータ変動によって，マスタマニピュ
レータ（以下，マスタ）の剛性定常値と対象物の存在する作業環境下で動
作するスレーブマニピュレータ（以下，スレーブ）の剛性定常値との間
に，過大な偏差が生じる．操作者へ忠実なスレーブ側剛性の提示が損なわ
れることを意味しており，対象物の破損などを誘発することが懸念される．
そこで，本報告においては，操作者の特性の違いによる上述の剛性偏差の
変動特性を数値実験による分析し，その知見に基づいた変位縮小力拡大型
バイラテラルサーボ系のセルフチューニング則を新たに提案する．さら
に，その有効性の検証を目的として実施した数値シミュレーション結果を
示す．

大塚弘文
中村友昭（専攻科）

145 国内学会等
発表

視覚サーボ型ポイン
ティングシステムの
開発とその性能評価

共著 2012年12月 第31回計測自動
制御学会九州支
部学術講演会予
稿 集，pp.227-
230

本研究では，レーザーポインタなどの注目対象物指示装置に代わる新
規装置として，手振れ補正と可搬性とを両立させ，かつレーザー照射
を用いずにカメラから得られる視覚情報のみに基づき注目対象の指示
提示を行う新たなポインティング手法を提案する．

市川弘明（専攻科）
大塚弘文

146 国内学会等
発表

操作者の技量相違を
考慮した微細作業支
援システムのセルフ
チューニング

共著 2012年12月 第31回計測自動
制御学会九州支
部学術講演会予
稿集，pp.59-62

本研究では操作者の特性の違いによる偏差の変動特性に着目し，マス
タ剛性とスレーブ剛性とを一致させるセルフチューニング機構の実現
方法について提案する．そして，その有効性を数値シミュレーション
により確認する．

中村友昭（専攻科）
大塚弘文

147 国内学会等
発表

高温熱処理による
Ga2O3結晶性向上

共著 2012年12月 平成24年度応用
物理学会九州支
部学術講演会，
p.51

透明電極薄膜への応用を目指し，スパッタリング法により作成したス
ズをドープした酸化ガリウム薄膜の結晶性を XRD，SEM により評価し
た．

石橋和也（専攻科）
合田稜平（専攻科）
工藤淳（専攻科）
高原基（専攻科）
角田功
高倉健一郎
中島敏之（中央電子工業）
渋谷睦夫（エコマザー）
村上克也（日本ガスケミ）

148 国内学会等
発表

Ge 濃 度 の 異 な る
Si1-xGex S/D 
pMOSFET に及ぼす
電子線照射の影響

共著 2012年12月 平成24年度応用
物理学会九州支
部学術講演会，
p.74

SiGe 層を Si MOSFET のソースおよびドレインに用いることでチャネル
部に歪を加え移動度を向上させることができる．本研究では，Ge の量
を0から30% まで変化させた p-MOSFET を製作し，電子線照射による
特性劣化を調査した．

渡邊良（専攻科）
角田功
高倉健一郎
中島敏之（中央電子工業）
M. Gonzalez （IMB-CNM）
E. Simoen（imec）
C. Claeys （imec）

149 国内学会等
発表

自転式自律飛行体の
移動機構

共著 2012年12月 計測制御学会　
第13回システム
インテグレー
ション部門講演
会（SI2012）

気象観測を目的とした自転式自律飛行体の自転しながら移動するメカ
ニズムについて発表した．

葉山清輝
入江博樹

150 国内学会等
発表

前腕骨格の回内・回
外モデル構築法の提
案

共著 2012年12月 第13回　公益社
団法人　計測自
動制御学会シス
テムインテグ
レーション部門，
p1253-p1258

人の前腕関節は，橈骨と尺骨の二本の骨で構成され，日常における様々な
動作で重要な役割を担っている．その前腕関節の運動モデルを，上肢疾患
の治療およびリハビリの計画立案に応用する試みがあると報告されてい
る．上記の運動モデルとして，Kecskemethy らの提案した，湾曲した形状
の前腕骨2 本を直線リンクで表現し，各骨の端点2 箇所を含めた4 リンク
機構が一般的である．この Kecskemethy らの運動モデルは，回内・回外角
度と尺骨スライド関節変位である s の二自由度モデルとして表される．ま
た，尺骨は回内・回外中に外側に動揺しているとされ，尺骨近位端におけ
る動揺の角度をθ としてモデルに加味している．しかし，各リンク長お
よびモデルと前腕関節の角度検証についてあまり議論されておらず，評価
と客観的分析が十分に行われていない．従って，これらのモデルパラメー
タ決定法や分析項目の妥当性を検証することが必要である．本稿では，提
案されている従来の骨格モデルを示し，CT による5 パターンの回内・回
外姿勢での前腕骨の動作の撮影とその分析結果について述べる．

野尻紘聖
鍋島崇統（専攻科）
柴里弘毅
岡山洋二（九州記念病院）
松永信智（熊本大学）

151 国内学会等
発表

実環境下のブライン
ド信号分離に対する
一手法

共著 2012年12月 第30回計測自動
制御学会九州支
部学術講演会予
稿集， pp. 83-84

話者音声の畳み込まれた混合信号を分離し，成分置換を修正して目的
信号を抽出する方法を提案する．

藤森光平（専攻科）
石橋孝昭

152 国内学会等
発表

時間周波数領域にお
ける方位ヒストグラ
ムの尖度を利用した
音源数推定

共著 2012年12月 第30回計測自動
制御学会九州支
部学術講演会予
稿集， pp. 85-86

時間周波数領域における観測信号の方位ヒストグラムに基づいて原信
号数を推定する方法を提案する．

田尻祐介（専攻科）
石橋孝昭

153 国内学会等
発表

観測信号の方位ヒス
トグラムを利用した
移動音源のブライン
ド信号分離

共著 2012年12月 第30回計測自動
制御学会九州支
部学術講演会予
稿集， pp. 87-88

移動音源のブラインド信号分離を実現するための方法を提案する． 岡本隼人（情報通信工学科）
石橋孝昭

154 国内学会等
発表

中途視覚障害者のた
めのユビキタス指向
簡易メモ帳システム
の操作性の向上

共著 2012年12月 第38回感覚代行
シンポジウム講
演論文集（CD-
ROM）

中途視覚障害者の筆記行動を支援する文字入力システムの提案を提案
している．

内田隼人（専攻科）
清田公保 
合志和洋
島川学
江崎修央（鳥羽商船高専）
伊藤和之（国立障害者リハビ
リテーションセンター）

155 国内学会等
発表

ロンドンオリンピッ
クに向けた男子4×
100m リレーへの科
学的サポート

共著 2012年12月 日本スプリント
学会第23回大会

日本男子短距離チームはロンドン五輪でもメダル獲得を目標にして強
化してきた．それを陸連科学委員会と国立スポーツ科学センターでは
科学的側面からサポートしてきたので，その活動について報告した．
リレーのサポートとして競技会では，リレーゾーンの通過タイムをハ
イスピードビデオ映像から詳細に分析し，シーズン直前の代表合宿の
バトンパス練習でもゾーン通過タイム分析をおこない科学的データを
提供してきた．また，候補選手を対象に100m と200m のレース中のス
ピード，ピッチとストライドの変化をレーザー速度計測装置やハイス
ピードビデオ映像から分析してその結果を提供してきた．IAAF の
100m と200m のリストからみた日本選手のランキングやロンドン五輪
でのバトンパス分析の結果からみると，バトンパス技術の向上により
37秒台も，そして，次の五輪でのメダル獲得も夢ではない．

松尾彰文（国立スポーツ科学
センター）
広川龍太郎（東海大学）
柳谷登志雄（順天堂大学）
松林武生（国立スポーツ科学
センター）
貴嶋孝太（国立スポーツ科学
センター）
山本真帆（国立スポーツ科学
センター）
髙橋恭平
川﨑知美（大宮東高校）
綿谷貴志（鹿屋体育大学大学院）
渡辺圭佑（順天堂大学大学院）
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156 国内学会等
発表

生ハチミツ中の微生
物と抗菌性について

共著 2012年12月 第22回九州沖縄
地区高専フォー
ラム講演要旨集，
p23

ハチミツの抗菌性を調査している段階で，生ハチミツよりいくつかの
微生物を単離した．またハチミツの抗菌性についての知見について報
告した．

弓原多代
竹下隆誠（専攻科）
浦本明美（生物工学科）
緒方泰貴（生物工学科）

157 国内学会等
発表

食品加工の技術開発
プロジェクト

共著 2012年12月 第10回全国高専
テクノフォーラ
ム報告書，p171

熊本県八代地方は自然豊かな土地で，晩白柚・トマト・鮎などの農水
産物の生産種・量が多い地域である．しかし農水産物の加工品はほと
んどなく，摘果・規格外品など大量に廃棄されている．技術相談懸案
としてもこれらに関する事例が多いこともあり，地域活性化さらには
高専ブランドを立ち上げることを目的とし，高専内の横のつながりを
重視した食品加工の技術開発プロジェクトを立ち上げた．その内容に
ついて紹介した．

弓原多代
木幡進
種村公平
浜邊裕子
河崎功三
村山浩一
井山裕文
吉田修二
下田誠
前田有希
久保姉理華

158 国内学会等
発表

テッポウユリ花粉に
おける MRP 様遺伝
子の単離と解析

共著 2012年12月 第22回九州沖縄
地区高専フォー
ラム講演要旨
集，p21

テッポウユリ花粉から新規に見出された MRP 様遺伝子の単離および発
現解析を行い， 生殖細胞における異物の排出機構の存在とその機能を明
らかにした．

松本裕文（専攻科）
最上則史

159 国内学会等
発表

テッポウユリ花粉に
おける新規遺伝子の
解析

共著 2012年12月 第22回九州沖縄
地区高専フォー
ラム講演要旨
集，p22

単離された遺伝子群の空間的および時間的発現様式を明らかにするこ
とを目的とした． まず，RT-PCR 法により，これらの遺伝子の詳細な
発現様式を調査した． さらに，花粉特異的に発現することが示された
遺伝子については，RACE 法により全塩基配列の特定を試みた．

松本裕文（専攻科）
最上則史

160 国内学会等
発表

賦活条件の違いによ
る竹活性炭の性能評
価

共著 2012年12月 第22回九州沖縄
地区高専フォー
ラム講演要旨
集，p19

全国各地で拡大している放置竹林への対応と未利用資源の有効利用を
目的に，竹の有効活用法の一つとして優れた吸着性能を持つ活性炭の
作製を試みた． 今回の研究では，賦活処理を施す際の賦活条件（温
度，賦活ガス）に着目し，それら違いによる活性炭の表面積に及ぼす
影響および性能評価を行った．

俵侑作（生物工学科）
石川祐大（生物工学科）
若杉玲子

161 国内学会等
発表

カルボキシメチル化
シクロデキストリン
担持キトサンビーズ
による BpA 吸着挙
動

共著 2012年12月 第22回九州沖縄
地区高専フォー
ラム講演要旨集
（都城）， p20

市販キトサンビーズ上にカルボキシメチル化シクロデキストリン（CM-
β -CyD）をクーロン相互作用により担持させた吸着剤を用いて，BpA 
吸着に及ぼす pH の影響を検討した． さらにより安価な吸着システム
構築のため，キトサンビーズを調製し， BpA の吸着能を評価した．

西釜大喜（専攻科）
高崎貴裕（専攻科）
木幡進
浜辺裕子

162 国内学会等
発表

高専生と中学生が協
同した日食メガネ・
ウィンクプロジェク
ト

単著 2012年12月 高専サイエンス
支援ネット in
九州沖縄シンポ
ジウム

高専生と市内中学生が共同して約３万個の日食メガネを作成し，東北
の被災地に寄贈した活動の概要について報告した．

久保田智

163 国内学会等
発表

ナノ金粒子の透過ス
ペクトル特性測定と
そのシミュレーショ
ン 

共著 2013年1月 2013熊本県産学
官技術交流会　
222

本稿では，金ナノ粒子の吸光度と GMT により求めた消光断面積との比
較を行った．

藤井寿太郎（情報通信工学科）
山下翔平（専攻科）
松田豊稔
小田川裕之
川野光則（Lumerical Solutions）

164 国内学会等
発表

InSb ホール素子の
温度依存性を利用し
た触覚センサ

共著 2013年1月 第18回高専シン
ポジウム in 仙
台講演要旨集，
PC-08，p.404

InSb ホール素子は，定電流駆動にするとホール電圧の温度依存性は大
きくなり，定電圧駆動にすると逆に小さくなる特徴を有している．そ
こで本研究では，駆動方法で温度依存性が異なる特徴に着目し，InSb
ホール素子と磁石を弾性材料であるシリコーンゴムに埋め込んだ触覚
センサを作製した．２個の InSb ホール素子の駆動方法を変えて用いる
ことで，感圧感温機能を有する触覚センサの構成法を提案し，実験に
より接触力と温度のセンシングが可能であることを示した．

湯治準一郎
谷村快人（専攻科）

165 国内学会等
発表

AZ61マグネシウム
合金管の曲げ加工

共著 2013年1月 第18回高専シン
ポジウム in 仙
台講演要旨集，
2013年，1月，
ｐ．B-07

AZ61マグネシウム合金管の曲げ加工性と引張・圧縮試験による機械的
性質の関係について調べた．その結果，曲げ加工の限界に圧縮破断ひ
ずみが強く関係していることが分かった．

中村康照（専攻科）
福田泉

166 国内学会等
発表

防災をテーマにした
技術者教育の実践報
告

共著 2013年1月 平成24年度高専
シンポジウム　
in　仙台

土木設計演習で行った防災教育について，事例報告を行った． 岩坪要
上久保祐志

167 国内学会等
発表

長期熟成が「豆腐の
味噌漬け」に及ぼす
影響

共著 2013年1月 第18 回高専シ
ンポジウム in 
仙台　講演要旨
集，p115

熊本県東南の五木・五家荘地区では，「豆腐の味噌漬け」という堅豆腐
を味噌に漬けた保存食が特産とされている．しかし，「豆腐の味噌漬け」
についての学術的知見はほとんどない．本研究では「熟成期間6カ月以
上がおいしい」という知見を踏まえて，長期熟成における効果につい
て検討した．

山下紗智子（専攻科）
弓原多代

168 国内学会等
発表

ア カ ハ ラ イ モ リ
BMPcDNA のクロー
ニングと発現解析

共著 2013年1月 第18 回高専シ
ンポジウム in 
仙台　講演要旨
集，p117

アカハライモリの BMP2の完全長 cDNA をクローニングし，発現パター
ンを解析した．

川口那未（専攻科）
金田照夫
元木純也

169 国内学会等
発表

オゾンと炭素繊維を
併用した魚飼育水処
理システムの検討

共著 2013年1月 第18回高専シン
ポジウム in 仙
台講演要旨集，
p287

オゾン水と炭素繊維を併用した排水処理システムの性能についての評
価試験を行った．本研究の結果より，魚飼育水中の TOC，NH4＋濃度
の減少を主に進めたい場合にはオゾンガス処理のサイクル数を増やし，
脱窒を主に進めたい場合には活性汚泥付着炭素繊維処理の日数を増や
すことが効果的であると考えた．

田中彩千乃（専攻科）
木幡進

170 国内学会等
発表

ホスホン酸とスルホ
ン酸を有する二官能
性イオン交換樹脂の
合成と評価

共著 2013年1月 第18回高専シン
ポジウム in 仙
台講演要旨集，
p76

ホスホン酸とスルホン酸を有する二官能性イオン交換樹脂を合成し， ２
価金属イオンの金属イオン選択性を分配比のpH依存性により評価した．

古澤美麗（専攻科）
宮原未穂（専攻科）
浜辺裕子
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171 国内学会等
発表

有尾両生類の免疫関
連遺伝子の解析

共著 2013年1月 第18回高専シン
ポジウム　講演
要旨集 pp.121

本研究では獲得免疫で重要な役割をしている AID 遺伝子について日本
産のアカハライモリ（両生類）を用いて解析をおこなっている．AID
遺伝子の全長をクローニングし，アミノ酸配列の比較や免疫刺激によ
る発現変化について調べた結果を専攻科生が口頭発表した．吉永は研
究全体の総括と，本科生と専攻科生の研究指導をおこなった．

満崎敬子
坂本凌一
吉永圭介

172 国内学会等
発表

LED，電球，太陽光
によるホウレンソウ
の生育比較実験

共著 2013年1月 第27回熊本県産
学官技術交流会

グリーン IT の根底にある「省電力・省エネルギー化」の観点から，
LED の使用による生育システムの生育効果を検討するために，植物の
生育実験および生育葉の生育状態の検査を行った．

北村成矢（専攻科）
小山善文
迫田泰（佐賀大）

173 国内学会等
発表

浮き電極を用いた新
構造一方向性すだれ
状電極の解析と実験

共著 2013年1月 圧電材料・デバ
イスシンポジウ
ム2013

浮き電極を用いたた新しい一方向性電極について解析と実験を行って
いる．

山之内和彦（東北大名誉教授）
小田川裕之

174 国内学会等
発表

ステレオマッチング
における画像対応付
け方法の検証

共著 2013年1月 高専シンポジウ
ム in 仙台

本研究は，本研究室が開発したステレオマッチングアルゴリズムでの
画像対応付け方法について，実験検証を行い，その結果を報告した．

孫寧平
瀬海亮（専攻科）

175 国内学会等
発表

Ge 無 添 加 Si 及 び
Ge 微量添加 Si ダイ
オードの耐放射線性
の違い

共著 2013年1月 第27回熊本県産
学官技術交流会

ごく微量 Ge を添加した SiGe ダイオードに着目し，そのデバイスに及
ぼす電子線照射の影響を電気的特性から評価した．

村上英司郎（電子工学科）
平山純也（専攻科）
米岡将士
角田功
高倉健一郎
Jan Vanhellemont（ゲント大学）
Joan Marc Rafi（INB-CNM）

176 国内学会等
発表

ローカルひずみを印
加した pMOSFET の
電子線耐性評価 

共著 2013年1月 第27回熊本県産
学官技術交流会

チャネル部分にローカルひずみを印加した pMOS トランジスタに着目
し，そのデバイスに及ぼす電子線照射の影響を電気的特性から評価し
た．

酒井崇嗣（電子工学科）
長岡裕一（専攻科）
渡邊良（専攻科）
米岡将士
角田功
高倉健一郎
中島敏之（中央電子工業）
M. B. Gonzalez（imec）
E. Simoen（imec）
C. Claeys（imec）

177 国内学会等
発表

基 板 温 度 変 化 が
Ga2O3の結晶性に及
ぼす影響 

共著 2013年1月 第27回熊本県産
学官技術交流会

透明電極薄膜への応用を目指し，スパッタリング法により酸化ガリウ
ム薄膜作製し評価している．本研究では，スパッタリング時の基板温
度に着目し，その基板温度が結晶性に及ぼす影響を評価した．

皆見憲亮（電子工学科）
工藤淳（専攻科）
高原基（専攻科）
合田稜平（専攻科）
石橋和也（専攻科）
角田功
高倉健一郎
中島敏之（中央電子工業）
渋谷睦夫（エコマザー）
村上克也（日本ガスケミ）

178 国内学会等
発表

電 子 線 照 射
Si0.75Ge0.25/Si ヘ テ ロ
接合ダイオードの局
所応力発生 

共著 2013年1月 第27回熊本県産
学官技術交流会

SiGe/Si ヘテロ接合ダイオードに2MeV の電子線を照射し，SiGe/Si ヘテ
ロ接合ダイオードの内部応力に及ぼす影響をラマン分光測定装置を用
いて評価した．

茂藤健太（電子工学科）
渡邊良（専攻科）
長岡裕一（専攻科）
米岡将士
角田功
高倉健一郎
中島敏之（中央電子工業）
中庸行（堀場製作所）
E. Simoen（imec）
C. Claeys（imec）
吉野賢二（宮崎大学）

179 国内学会等
発表

電子線照射前後の
Si1-XCX S/D 
n-MOSFET の 特 性
評価 

共著 2013年1月 第27回熊本県産
学官技術交流会

ソースドレイン部分に SiC を配した nMOS トランジスタに着目し，そ
のデバイスに及ぼす電子線照射の影響を電気的特性から評価した．

堀眞聡（電子工学科）
浅井勇輝（専攻科）
米岡将士
角田功
高倉健一郎
E. Simoen（imec）
C. Claeys（imec）

180 国内学会等
発表

非 晶 質 Ge 薄 膜 の
Au 誘起結晶成長に
及ぼす下地基板の影
響 

共著 2013年1月 第27回熊本県産
学官技術交流会

非晶質 Ge 薄膜の Au 誘起低温結晶成長に関して，下地基板の観点から
評価した．その結果，下地基板に影響することなく非晶質 Ge 薄膜が結
晶化することが判明した．

中嶋一敬（電子工学科）
金子貴博（専攻科）
大坪孝総（電子工学科）
茂藤健太（電子工学科）
酒井崇嗣（電子工学科）
高倉健一郎
角田功

181 国内学会等
発表

非負値行列因子分解
を利用した医療デー
タの分析

共著 2013年1月 第27回熊本県産
学官技術交流
会， 講 演 番 号
241

非負値行列因子分解（NMF）は，非負行列で表現されるデータ A を反
復法を利用して，2つの非負行列 W と H の積で近似する分解法である．
NMF は音声や画像の特徴抽出や文章のクラスタリングなどに応用され
ている．本研究では，NMF をリハビリ分野で活用される機能的自立度
評価表（FIM）データに適用し，NMF から得られる非負行列から FIM
データの分析を試み，NMF を利用した分析法の有用性を確認した．

山本直樹
村上純
大隈千春
齋藤智子（熊本リハビリテーション病院）
和泉孝（熊本リハビリテーション病院）
林田望（熊本リハビリテーション病院）

182 国内学会等
発表

粒径が異なる金属ナ
ノ粒子の集まりから
の光の散乱と吸収

共著 2013年1月 電子情報通信学
会電磁界理論研
究会 EMT13-25

粒径が異なる金属ナノ粒子の集まりからの光の散乱と吸収をウイスパ
リングギャラリーモードである局在プラズモンから調べている．

松田豊稔
小田川裕之
川野光則（Lumerical Solutions） 

183 国内学会等
発表

衝撃波を用いた食品
加工用の高電圧発生
回路

共  著 2013年1月 第27回熊本県産
学官技術交流会，
no.211

近年，衝撃波を用いた食品加工が注目されている．この加工方法は熱
やマイクロ波を使わないため，食品の栄養素を損なうことが無く，瞬
時に安全に加工することができる．現在，実験や業務用で使用してい
る衝撃波発生装置は高電圧電源，高耐圧大容量キャパシタ，高耐圧ス
イッチなどを組み合わせているため，装置全体では百キロ近くもの重
量で非常に高価なものである．本稿では，食品加工が瞬時に行える食
品加工用の高電圧発生回路について提案し，Hspice を用いてシミュレー
ションし，電源投入時後，約5秒で3.5kV まで充電できることが分かっ
た．

松本 航（専攻科）
寺田晋也
江口啓（福岡工業大学）
大田一郎

184 国内学会等
発表

ナノ粒子クラスタの
周期構造による光散
乱の数値解析

共著 2013年3月 2013電子情報通
信学会総合全国
大会　C-1-9

本稿では，複数の金ナノ粒子が等間隔に配置された2次元周期構造から
の光散乱問題の GMT による数値解法が示されている．

松田豊稔
小田川裕之
川野光則（Lumerical Solutions） 
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185 国内学会等
発表

発振回路のＱファク
タを適用したスパイ
ラルインダクタの等
価回路解析 ―１端
子対回路のＱファク
タ比較―

単著 2013年3月 電子情報通信学
会2013年総合大
会，C-2-15，
pp.46, Mar. 2013．

発振器のスペクトル雑音にかかわり，いわゆる発振回路のＱファクタ
についての解析・検討が進められてきている．ここでは，発振器の外
部回路の構成要素として用いられるスパイラルインダクタを取り上げ
て， そのＱファクタについての比較検討を行った．自己共振周波数付近
では，従来のＱファクタではその値が零になるのに対して，発振回路
のＱファクタでは有限な値を示すことを示した．

伊山義忠

186 国内学会等
発表

＜定水深浮遊体に関
する研究＞（浮遊体
構造の改善）

共著 2013年3月 日本機械学会九
州学生会講演論
文集

定水深浮遊体の製作および実験現状を報告した．①定水院浮遊体は自
重と浮力の微妙な差でも潜水および浮上を行う，②水深の位置情報の
みで水深をコントロールしようとすると水中動作に遅れが生じること
などを報告した．　

森下謙史郎（専攻科）
宮本弘之

187 国内学会等
発表

定水深浮遊体の挙動
について

共著 2013年3月 日本機械学会九
州学生会講演論
文集

定水深浮遊体は浮力の調節により潜水・浮上することができる装置だ
が，潜水・浮上時には重心位置・浮力中心・流体抵抗の影響で浮遊体
が不安定になることも予想される．本研究では浮遊体周りを二次元の
非圧縮流れとして計算して浮遊体の挙動を検討した．

友田元貴（機械電気工学科）
宮本弘之

188 国内学会等
発表

超音波 CT を用いた
生体内温度分布の非
侵襲的測定

共著 2013年3月 日本機械学会 
九州学生会 第
44回卒業研究発
表講演会論文集

癌の治療法のひとつであるハイパーサーミアは精密な体内温度のコン
トロールと体内温度分布の監視が要求される．以上を背景に，患者保
護の観点から身体に対して非侵襲的であり，かつその伝播速度に温度
依存性を持つ超音波に着目して，CT 法により生体内温度分布を測定す
るシステムの開発を目指している．本研究では，測定で得られるサイ
ノグラムから生体内温度分布を再構成するための CT アルゴリズムに関
して，MRI 技術などで一般的に広く用いられるフーリエ変換を用いた
手法と，超音波 CT で危惧されるデータ欠損に対応可能な逐次近似法に
ついて比較および良好な再構成画像を得るための検討を行なった．

山中大嗣（専攻科）
山下徹

189 国内学会等
発表

磁場によるβ線屈曲
実 験 と Visual Basic 
による数値シミュ
レーション

共著 2013年3月 日本機械学会 
九州学生会 第
44 回卒業研究
発表講演会
（2013）P.7-8

東日本大震災に伴う巨大地震・津波によって東京電力福島第一原子力
発電所における事故の影響により，原子力に対する不安が世界中で高
まっている．本研究では，学生が原子力・放射線への興味を高めるた
めの教育用教材への利用を念頭に，β線の磁力による屈曲の実験及び
数値解析を行った．具体的には電荷を有するβ線を磁力により屈曲さ
せ，その屈曲特性を放射線計数測定装置で調べ，その後 Visual Basic を
用いて数値解析用プログラムを作成し，実験結果を考察した．

藤岡周平（専攻科）
小田明範

190 国内学会等
発表

AZ31マグネシウム
合金円管の曲げ変形
挙動解析

共著 2013年3月 日本機械学会九
州学生会　第44
回卒業研究発表
講 演 会（No. 
138-2） 論 文 集　
2013年3月6日，
阿蘇ファームラ
ンド pp. 265-266

AZ31マグネシウム合金円管の曲げ加工実験結果をもとに，汎用構造解
析ソフトウェア Marc/Mentat を用いて，有限要素解析を行い，変形挙動
を説明した．

桑原健太郎（専攻科）
田中裕一

191 国内学会等
発表

フライアッシュおよ
び高炉スラグ微粉末
を混和材として用い
た PC 部材用コンク
リートの力学的特性
と耐久性に関する実
験的研究 その1 力学
的特性の評価

共著 2013年3月 日本建築学会九
州支部研究報
告，No.52-1，
pp.145-148

プレキャストコンクリート（PC）製品にフライアッシュ及び高炉スラ
グを適用した場合の力学的特性について実験的に評価した．実験は JIS
試験方法に従って，材齢26週までの圧縮強度，静弾性係数，割裂引張
強度および曲げ強度を測定した．実験の結果，強度発現がやや遅いフ
ライアッシュを混合したコンクリート供試体についても，PC 製品の管
理材齢である14日における強度は他の調合と比較しても遜色ない結果
となった．ただし，標準養生と蒸気養生では強度発現に差がみられた
ため，設計においては注意が必要な場合があることが明らかとなった．

浦野登志雄
松田　学（（株）ヤマックス）

192 国内学会等
発表

フライアッシュおよ
び高炉スラグ微粉末
を混和材として用い
た PC 部材用コンク
リートの力学的特性
と耐久性に関する実
験的研究
その2　耐久性の評
価

共著 2013年3月 日本建築学会九
州支部研究報
告，No.52-1，
pp.149-152

プレキャストコンクリート（PC）製品にフライアッシュ及び高炉スラ
グを適用した場合の鉄筋腐食に影響を及ぼす塩分浸透性の評価につい
て実験的に評価した．その結果，普通ポルトランドセメントのみの場
合とフライアッシュまたは高炉スラグを混和材に用いたコンクリート
供試体の試験の結果，塩分浸透速度に明らかな相違が認められ，混和
材によるコンクリート内部組織の緻密化に起因して塩分浸透抑制効果
が示された．以上のことから，コンクリートの耐久性の向上にフライ
アッシュや高炉スラグの混入が有効であることが明らかとなった．

松田　学（（株）ヤマックス）
浦野登志雄

193 国内学会等
発表

Aalborg PBL Model
と 修 士1st semester
の建築教育

共著 2013年3月 日本建築学会九
州支部研究報告
会　第52号
pp.361-364

Aalborg 大学の修士課程における PBL 建築教育の概要について報告し
た．

下田貞幸
内山忠
磯田節子

194 国内学会等
発表

Aalborg 大学の学部
カリキュラムとグ
ループワーク環境

共著 2013年3月 日本建築学会九
州支部研究報告
会　第52号
pp.365-368

Aalborg 大学における PBL 教育のカリキュラム，教育環境について分
析し，熊本高専との比較を行なった．

下田貞幸
磯田節子
内山忠

195 国内学会等
発表

建築学科建築コース
（ARK）における講
義，Workshop 等 に
ついて

共著 2013年3月 日本建築学会九
州支部研究報告
会　第52号
pp.369-372

Aalborg 大学建築学科における PBL 教育での講義等の詳細分析を行なっ
た．

磯田節子
下田貞幸
内山忠

196 国内学会等
発表

三次元点群データを
活用した近代化産業
遺産のモデリングに
関する研究

共著 2013年3月 日本建築学会九
州支部研究報告
会　第52号
pp.49-52

三次元点群データを景観シミュレーションに活用することを想定し，
点群データからのモデリング手法について考察した．

松下瞭（専攻科）
下田貞幸

197 国内学会等
発表

点群データからの建
築部位抽出による
BIM モデルの作成

共著 2013年3月 日本建築学会九
州支部研究報告
会　第52号
pp.29-32

万田坑施設の三次元点群データを対象として，属性情報による点群デー
タを建築部位ごとに分離する手法及び分離されたデータから建築ライ
ブラリを持つ BIM モデルを作成するまでのプロセスを提案する．

下田貞幸
陳琳（熊本大学）
本間里見（熊本大学）
大西康伸（熊本大学）
位寄和久（熊本大学）

198 国内学会等
発表

部分的な板厚減少が
H 型短柱部材の耐荷
力挙動に与える影響
について

共著 2013年3月 平成24年度土木
学会西部支部研
究発表会講演概
要 集 （ C D -
ROM）， Ⅰ -59
（pp.117-118）

H 型短柱部材に部分的な板厚減少部分を与え耐荷力実験を行った．そ
の結果，元の板厚の10% 程度ならば耐荷力に影響がないことが分かっ
た．

岩坪要
阪田眞史（土木建築工学科）
北園俊朗（土木建築工学科）
冨井沢郎（土木建築工学科）

199 国内学会等
発表

八代市における近世
寺院，安養寺，本成
寺，春光寺について

共著 2013年3月 日本建築学会研
究報告九州支
部， 第52号・3， 
pp.601-604

八代市内にある近世の城主らによる菩提寺として，市内でもとくに重
要であり，かつ図面が記録されていない安養寺，本成寺，春光寺の実
測調査を行った．その結果とそれに基づく特徴を報告した．

森山学
原田聡明（八代市役所 ）

200 国内学会等
発表

八代市の農業用水路
を用いた小水力発電

共著 2013年3月 平成24年度土木
学会西部支部研
究発表会概要
集，Ⅱ -056，
pp.253-254．

遥拝堰に設置された水門から球磨川の水が工業・農業用水として取水
され，用水路が八代市域では張り巡らされている．この用水路を利用
した小水力発電，開放周流型水車の可能性を検討している．

栫秀介（土木建築工学科）
藤野和徳
田中禎一

p139-153.indd   152 2014/02/18   20:03:00



― 153 ―

区分
著書，学術論文等

の名称

単著，
共著
の別

発行又は
発表の年月

発行所，発表雑
誌等又は発表学

会等の名称
概　　　　　　　　要 氏　名（所属）

201 国内学会等
発表

八代海の赤潮の発生
予測について

共著 2013年3月 平成24年度土木
学会西部支部研
究発表会概要
集，Ⅱ -022，
pp.145-146．

八代海は閉鎖性水域を形成しており，ほぼ毎年赤潮が発生している．
この要因として球磨川からの栄養塩類の影響もあると報告されている．
本研究は球磨川の水質・流量，八代海の水質，気象データからニュー
ラルネットワークによる赤潮の発生を予測手法を提案し検討している．

小林幸之助（土木建築工学科）
藤野和徳

202 国内学会等
発表

八代地域の地下水揚
水量の変化について

共著 2013年3月 平成24年度土木
学会西部支部研
究発表会概要
集，Ⅱ -078，
pp.297-298．

八代地域は各種用水に地下水が利用されている．本研究は，地下水位
から揚水量を算定する手法を提案し検討するものである．

藤野和徳
吉田亜寿翔（土木建築工学科）

203 国内学会等
発表

牡蠣殻・ゼオライト
による水の浄化につ
いて

共著 2013年3月 平成24年度土木
学会西部支部研
究発表会概要
集，Ⅶ -066，
pp.981-982．

牡蠣殻の水の浄化機能としては COD，濁度成分の除去に優れているこ
とが確認されている．これに天然の鉱物で吸着力の優れているゼオラ
イトを付加した時の水の浄化を検討している．

藤野和徳
土山秩広（専攻科）
吉永圭介

204 国内学会等
発表

住宅の熱環境に与え
る屋根形態の影響に
ついて

単  著 2013年3月 日本建築学会九
州支部研究報
告，第52号，
pp.261-264

屋根形態に伴う室内熱環境への影響を明らかにするために，実測とシ
ミュレーションを行い，小屋裏気温は屋根形状・屋根勾配・屋根方位
等の屋根形態に伴って大きく違うこと，屋根形態の違いによる小屋裏
気温の違いはかなり正確に推定できることを明らかにした．

斉藤郁雄

205 国内学会等
発表

GPS 温度計による
都市熱環境の計測
（その6　熊本市にお
ける夏季の気温分布
の計測）

共  著 2013年3月 日本建築学会九
州支部研究報
告，第52号，
pp.301-304

熊本都市圏を対象に，GPS 温度計による広域および中心市街地での気
温分布を実施し，早朝では，市中心部から南北に延びる国道沿いや東
へ延びる電車道に沿って高温地域が延びていること，中心市街地では，
アーケード天蓋の材料や店舗からの冷気の流出による気温分布が見ら
れることを明らかにした．

石原修（尚絅大学）
斉藤郁雄

206 国内学会等
発表

GPS 温度計による
都市熱環境の計測
（その5 八代市にお
ける広域気温分布と
都市内緑地周辺の気
温分布計測）

共  著 2013年3月 日本建築学会九
州支部研究報
告，第52号，
pp.297-300

八代市を対象に，GPS 温度計による広域及び都市内緑地周辺の気温分
布計測を行った結果，八代市程度の地方小都市においても年間を通し
てヒートアイランドが発生していること，ヒートアイランド強度と日
照時間との相関が高いこと，都市内緑地や河川により冷却効果が生じ
ていること等を確認した．

斉藤郁雄
石原修（尚絅大学）

207 国内学会等
発表

SEAP レ ポ ー タ ー
アッセイによるカイ
コオクトパミン受容
体の薬理解析（第2
報）

共著 2013年3月 日本農薬学会第
38回大会　
B303

カイコの OA 受容体の一種 BmOAR1の培養細胞発現系を用いて，SEAP
レポーターアッセイによる化合物の構造と活性の評価を行った．OA 受
容体の薬理学的性質やアゴニスト結合ポケットのさらなる理解のため
に，チアゾリン化合物やその類縁体の他，OA のアミノ基にアルキル基
を導入した化合物を評価した．

野田啓太（熊大院自然科学）
鴛海央（熊大院自然科学）
平島明法（九大院農）
山本龍之介（専攻科）
大島賢治
林直孝（大塚アグリ）
今井哲弥（大塚アグリ）
尾添嘉久（島根大生資科学）
森村茂（熊大院自然科学）
太田広人（熊大院自然科学）

208 国内学会等
発表

就職面接をデザイン
する

単著 2013年3月 平成24年度キャ
リア教育に関す
る九州沖縄地区
高専・教職員研
修会

就職面接を学生の側から創作し，働くために必要な要素をどのように
取り入れるか話し合いをすることで，面接のポイントを追体験した授
業実践を発表した．このことにより，面接する側の意図を体験し，技
術者として必要な資質の内実と，それが何のために求められるのかと
いう背景までを，主体的に考えるキャリア教育の一手法とすることが
できた．また班別に発表し合うことで，相互批評を行い，グループディ
スカッションにも役立てることができた．

草野美智子

209 国内学会等
発表

プロトン照射した
CIGS 太陽電池のイ
ンピーダンス特性

共著 2013年3月 平成25年応用物
理学会春季学術
講演会

インピーダンス法を用いて，CIGS 太陽電池の「どこが」「どの程度」
欠陥を有しているか・劣化しているかを簡便・高速に評価する技術を
確立するため，CIGS 太陽電池にプロトンを照射し意図的に劣化させた
試料にインピーダンス測定を試みた．

杉山睦（東京理科大学）
シャロン・ジャスピン（東京理科大学）
廣瀬維子（東京理科大学）
坂倉秀徳（東京理科大学）
米岡将士
角田功
高倉健一郎
板垣昌幸（東京理科大学）

210 国内学会等
発表

新 し い triple-alpha
反応率の不定性が大
質量星の元素組成に
与える影響

共著 2013年3月 日本天文学会
2013年春期年会 
講演論文集

本研究では星全体の質量が25太陽質量で中心に8太陽質量のコアを持つ
星をモデルとし，静水圧平衡を仮定した恒星進化計算を超新星爆発直
前まで行なった．Triple- α反応率ついて，OKK rate と従来の反応率と
して Fynbo et al．（2005）のものを用いて比較した．結果としては，
OKK 鉄コアの質量が数％減少し，酸素層では炭素が増加した．また，
それらに伴い温度や密度分布にも違いが見られた．このモデルの恒星
が星間に放出する元素量を見積もるために，恒星進化計算の結果を用
いて超新星爆発の一次元計算を行なった．反応率の差異によって生じ
た C/O 比の違いが，星間に放出される元素の量に影響を与えるという
結果が得られた．本講演ではこれらの結果を定量的に議論する．

菊池之宏 （九州大学）
松尾康秀（九州大学）
橋本正章 （九州大学）
小野勝臣（京都大学）
藤本信一郎

（その他）

1 その他 遠心ポンプのキャビ
テーション挙動に関
する数値解析の新し
い手法

単著 2012年4月 第7回ポンプセ
ミナー抄録集，
pp.5

キャビテーション流れの新しい解析モデルを大型揚水ポンプに適用し，
キャビテーション発生量や全揚程低下量などの計算から吸込み性能の
新しい予測手法を調べた結果をまとめた．

田中禎一

2 その他 社会との結びつきを
意識させるエンジニ
ア教育（－進化する
高専－）

単著 2012年9月 未来材料
Vo.12, No.9, 
pp.55-58, 
ネヌ・ティ・エス

高度化再編した熊本高専における社会との結びつきを意識させるエン
ジニア教育への取り組みを , 学校および筆者の実践例をもとに紹介し
た .

木幡進

3 その他 熊本高専における原
子力人材育成教育

共著 2013年3月 平成24年度　原
子力人材育成事
業フォーラム

原子力人材育成 ( 将来的に原子力関連分野で活躍しうる , 放射線・原子
力全般の基礎知識を有しかつ計測・遮蔽に強い技術者の育成 ) に関す
る熊本高専での平成24年度の取り組みについて , その目的や実施内容 ,
成果および今後の計画についての報告を行った .

小田明範
高倉健一郎
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